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要旨
本
稿
は
「
ジ
ン
メ
ル
と
人
文
社
会
科
学
方
法
論
争
（
上
）」（
本
誌
第
五
三
号
）
を
承
け
て
、
自
然
科
学
に
対
す
る
歴
史
学
の
認
識
論
的
・
方
法
論
的
な
関
係
に
つ
い
て
ジ
ン
メ
ル
が
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
、
そ
の
思
考
の
独
自
性
は
ど
の
点
に
あ
る
の
か
を
、『
歴
史
哲
学
の
諸
問
題
』
初
版
／
二
・
三
版
の
第
一
章
と
第
二
章
を
中
心
に
検
討
す
る
。
第
一
章
に
関
し
て
は
、
歴
史
学
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
前
提
に
か
か
わ
る
ジ
ン
メ
ル
の
議
論
を
カ
ン
ト
主
義
的
な
構
成
論
の
視
点
と
心
理
学
的
・
解
釈
学
的
理
解
論
の
視
点
の
総
合
・
葛
藤
と
し
て
考
察
す
る
。
第
二
章
に
関
し
て
は
、
歴
史
法
則
を
め
ぐ
る
ジ
ン
メ
ル
の
議
論
を
、
歴
史
学
を
自
然
科
学
的
な
法
則
科
学
と
は
異
な
る
〈
独
自
の
法
則
科
学
〉
と
し
て
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
検
討
す
る
。
全
体
と
し
て
、
ジ
ン
メ
ル
に
よ
る
歴
史
学
の
認
識
論
的
基
礎
づ
け
（
お
よ
び
歴
史
哲
学
の
再
建
）
に
お
け
る
、
論
理
主
義
に
も
心
理
主
義
に
も
、
方
法
的
一
元
論
に
も
方
法
的
二
元
論
に
も
与
し
な
い
独
自
で
複
眼
的
・
複
合
的
な
視
点
に
注
目
す
る
。
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『
歴
史
哲
学
の
諸
問
題
』
第
一
章
ア
プ
リ
オ
リ
論
を
め
ぐ
っ
て
本
章
以
下
で
は
、
自
然
科
学
に
対
す
る
―
―
人
文
社
会
科
学
全
般
で
は
な
く
―
―
歴
史
学
の
認
識
論
的
・
方
法
論
的
な
関
係
に
つ
い
て
ジ
ン
メ
ル
が
ど
う
考
え
て
い
た
の
か
、
そ
の
思
考
の
独
自
性
は
ど
の
点
に
あ
る
の
か
を
主
に
検
討
し
て
み
る
。
具
体
的
な
作
業
と
し
て
は
、『
歴
史
哲
学
の
諸
問
題
』（
以
下
『
歴
哲
』
と
省
略
）
初
版
（
一
八
九
二
年
）
と
二
版
（
一
九
〇
五
年
）・
三
版
（
一
九
〇
七
年
）
の
第
一
章
「
歴
史
研
究
に
お
け
る
心
理
学
的
前
提
に
つ
い
て
」（
二
版
以
降
は
「
心
理
学
的
」
が
「
内
的
」
に
修
正
）、
お
よ
び
第
二
章
「
歴
史
法
則
に
つ
い
て
」
の
主
要
な
論
点
を
順
に
考
察
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
第
三
章
「
歴
史
の
意
味
に
つ
い
て
」
の
検
討
、
お
よ
び
そ
れ
と
関
連
し
た
意
味
論
・
価
値
論
の
考
察
は
紙
幅
の
都
合
上
、別
稿
に
委
ね
る
。
ま
た
史
的
唯
物
論
批
判
の
検
討
も
割
愛
す
る
。
注
目
し
た
い
の
は
ま
ず
、
第
一
章
と
第
二
章
に
お
い
て
は
―
―
そ
の
章
立
て
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
―
―
歴
史
的
認
識
に
関
す
る
主
観
的
前
提
条
件
の
問
題
と
法
則
の
問
題
の
双
方
が
対
等
の
理
論
的
重
要
性
を
も
つ
論
点
と
し
て
主
題
化
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
、
自
明
に
映
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
実
は
（
少
な
く
と
も
中
期
ま
で
の
）
ジ
ン
メ
ル
の
歴
史
哲
学
の
特
質
と
独
自
性
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
が
リ
ッ
カ
ー
ト
宛
の
書
簡
の
中
で
、
そ
の
『
文
化
科
学
と
自
然
科
学
』
の
見
解
に
ほ
と
ん
ど
同
意
で
き
る
と
し
つ
つ
も
、「
こ
う
し
た
方
法
論
的
な
確
認
を
さ
ら
に
認
識
論
的
な
も
の
、
い
や
形
而
上
学
的
な
も
の
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
る
」（G
SG
2
2
:319
傍
点
池
田
、
以
下
断
ら
な
い
限
り
同
様
）
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
本
稿
（
上
）
で
す
で
に
触
れ
た
と
お
り
だ
が
、
こ
の
書
簡
の
個
所
は
、
ジ
ン
メ
ル
が
リ
ッ
カ
ー
ト
の
よ
う
な
歴
史
学
の
単
な
る
論
理
学
的
な
基
礎
づ
け
を
超
え
て
、
ま
さ
に
認
識
論
的
・
形
而
上
学
的
な
基
礎
づ
け
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
方
、
リ
ッ
カ
ー
ト
は
『
自
然
科
学
的
概
念
形
成
の
限
界
』
二
版
（
一
九
一
三
年
、
以
下
『
限
界
』）
の
中
で
、
ジ
ン
メ
ル
の
『
歴
哲
』
に
つ
い
て
「
歴
史
研
究
に
お
け
る
心
理
学
的
な
諸
前
提
か
ら
始
め
て
い
る
」（R
ickert
1913
:270
傍
点
原
著
者
）
こ
と
を
難
じ
つ
つ
、
二
版
の
第
二
章
を
（
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
除
け
ば
）「
歴
史
学
の
方
法
論
へ
の
き
わ
め
て
貴
重
な
貢
献
」（ib.
）
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、『
限
界
』
の
初
版
（
一
九
〇
二
年
）
以
降
に
お
け
る
「
歴
史
的
〈
理
解
〉
お
よ
び
〈
意
味
〉
の
世
界
」（ib.V
II
）
の
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
の
興
隆
に
注
目
し
つ
つ
も
、
歴
史
学
の
叙
述
、
つ
ま
り
歴
史
的
な
研
究
過
程
の
結
果
に
関
す
る
論
理
的
基
礎
づ
け
に
は
こ
の
議
論
は
不
要
と
す
る
（ib.
474
）。
『
歴
哲
』
に
お
い
て
理
解
論
は
第
一
章
、
意
味
論
は
第
三
章
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
リ
ッ
カ
ー
ト
の
言
明
は
、
―
―
い
か
に
『
歴
哲
』
が
歴
史
学
・
歴
史
哲
学
に
関
す
る
当
時
の
論
争
点
や
論
戦
の
方
向
を
ト
ー
タ
ル
に
先
取
り
し
て
い
た
の
か
を
物
語
る
と
同
時
に
―
―
第
一
章
と
第
二
章
（
さ
ら
に
は
第
三
章
）、
つ
ま
り
歴
史
学
の
ア
プ
リ
オ
リ
論
と
法
則
論
（
さ
ら
に
は
意
味
論
・
価
値
論
）
の
す
べ
て
を
重
要
な
議
論
と
し
て
扱
う
こ
と
自
体
が
す
で
に
ジ
ン
メ
ル
の
独
自
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
ジ
ン
メ
ル
が
第
一
章
と
第
二
章
の
両
方
に
対
し
て
均
等
に
強
意
を
置
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
彼
が
認
識
結
果
の
叙
述
に
の
み
に
向
け
ら
れ
た
一
面
的
な
論
理
主
義
的
科
学
論
を
排
し
て
、
む
し
ろ
歴
史
的
認
識
の
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方
法
論
的
前
提
や
過
程
そ
の
も
の
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
っ
そ
う
重
要
な
こ
と
は
、
科
学
的
認
識
に
お
け
る
〈
説
明
と
理
解
〉
と
い
う
方
法
上
の
対
立
、
さ
ら
に
仮
説
的
・
構
成
的
な
手
法
を
用
い
る
法
則
科
学
と
個
別
的
な
出
来
事
と
事
象
の
記
述
と
理
解
・
解
釈
を
目
指
す
解
釈
学
的
学
問
と
の
二
元
論
と
い
う
科
学
・
学
問
概
念
を
め
ぐ
る
単
純
な
二
項
対
立
図
式
が
、
こ
の
章
立
て
に
お
い
て
基
本
的
に
退
け
ら
れ
、
両
者
の
多
元
的
な
媒
介
・
総
合
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
試
み
に
は
、
展
開
の
明
瞭
さ
、
整
合
性
、
体
系
性
の
点
で
難
を
残
す
部
分
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
ジ
ン
メ
ル
の
歴
史
哲
学
に
つ
い
て
の
十
全
で
正
当
な
理
解
を
妨
げ
て
き
た
一
因
と
も
言
え
る
。
で
は
、
第
一
章
に
少
し
立
ち
入
っ
て
み
よ
う
。
初
版
の
章
末
の
要
約
に
こ
う
あ
る
。
「
歴
史
学
に
対
す
る
認
識
論
の
課
題
と
は
、
外
的
な
文
書
と
伝
承
か
ら
心
理
過
程
を
推
論
す
る
規
則
、
お
よ
び
心
理
過
程
の
〈
理
解
可
能
〉
な
連
関
を
作
る
だ
す
た
め
の
規
則
の
確
認
で
あ
る
」（G
1 338
）。
こ
こ
に
は
、
カ
ン
ト
の
認
識
論
的
構
成
主
義
と
デ
ィ
ル
タ
イ
の
精
神
科
学
概
念
や
解
釈
学
的
思
想
、
ア
プ
リ
オ
リ
概
念
と
理
解
概
念
の
双
方
を
―
―
相
互
に
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
―
―
歴
史
学
の
認
識
論
に
適
用
・
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
ジ
ン
メ
ル
の
理
論
的
試
み
が
読
み
取
れ
る
。
構
成
主
義
的
要
素
つ
い
て
二
版
の
表
現
を
用
い
て
言
え
ば
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
歴
史
哲
学
の
認
識
論
的
課
題
は
、「
直
接
生
き
ら
れ
た
現
実
と
い
う
素
材
か
ら
、
歴
史
と
呼
ば
れ
る
理
論
的
構
成
物
が
ど
の
よ
う
に
生
成
す
る
の
か
」
を
究
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
歴
史
的
認
識
の
ア
プ
リ
オ
リ
」（G
2 229
）、
す
な
わ
ち
歴
史
的
認
識
に
不
可
欠
な
主
体
の
側
の
主
観
的
前
提
条
件
を
確
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
ア
プ
リ
オ
リ
論
が
自
然
科
学
（
力
学
と
数
学
）
に
限
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ジ
ン
メ
ル
は
こ
の
ア
プ
リ
オ
リ
論
を
人
文
社
会
科
学
の
分
野
に
も
適
用
・
拡
大
す
る
と
い
う
構
想
を
立
て
、
実
際
、
社
会
学
と
経
済
学
で
そ
れ
を
試
み
て
い
る（
池
田2011
）。
歴
史
学
の
ア
プ
リ
オ
リ
論
は
こ
の
構
想
の
一
環
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
が
自
然
科
学
的
認
識
を
モ
デ
ル
に
し
て
認
識
一
般
の
絶
対
的
・
普
遍
的
で
固
定
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
確
定
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
ジ
ン
メ
ル
は
歴
史
学
を
は
じ
め
と
す
る
個
別
諸
科
学
の
各
々
に
特
有
で
特
殊
な
ア
プ
リ
オ
リ
を
想
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
特
徴
を
経
験
的
起
源
、
多
層
的
構
造
な
ど
に
求
め
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
場
合
、
歴
史
学
の
ア
プ
リ
オ
リ
は

認
識
一
般＝
自
然
科
学
と
共
通
の
普
遍
的
な
ア
プ
リ
オ
リ
と

歴
史
学
に
固
有
の
ア
プ
リ
オ
リ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
後
者

の
ア
プ
リ
オ
リ
を
特
定
し
、
前
者

と
の
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
歴
史
の
認
識
論
と
し
て
の
歴
史
哲
学
の
重
大
な
課
題
の
一
つ
と
な
る
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
の
ア
プ
リ
オ
リ
論
に
対
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
ア
プ
リ
オ
リ
論
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、「
そ
の
﹇
ア
プ
リ
オ
リ
の
﹈
意
義
は
、
事
後
的
に
表
現
さ
れ
う
る
諸
概
念
の
論
理
的
内
容
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
く
、
認
識
世
界
の
成
立
に
対
す
る
働
き
で
あ
る
」（G
2 241
）
と
い
う
表
現
に
見
ら
れ
よ
う
に
、
ア
プ
リ
オ
リ
が
認
識
過
程
そ
の
も
の
に
お
い
て
発
揮
す
る
認
識
の
現
実
化
能
力
、
動
的
で
実
際
的
な
構
成
機
能
の
強
調
に
あ
る
。
二
版
の
こ
の
強
調
に
、
リ
ッ
カ
ー
ト
流
の
〈
概
念
論
理
主
義
〉
に
対
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
批
判
的
な
視
線
を
読
み
取
る
こ
と
も
あ
な
が
ち
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。
つ
ぎ
に
、
ジ
ン
メ
ル
は
歴
史
的
認
識
の
ア
プ
リ
オ
リ
を「
心
理
学
的
ア
プ
リ
オ
リ
」
（G
1 304
）
と
規
定
す
る
が
、
そ
れ
は
、「
歴
史
的
認
識
の
客
体
は
心
で
あ
る
」
と
い
う
定
式
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、「
歴
史
的
客
体
の
心
理
的
性
格
」、「
歴
史
過
程
の
こ
の
内
面
性
の
性
格
」（ib.
303
）
を
重
視
す
る
、
デ
ィ
ル
タ
イ
的
な
精
神
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科
学
・
解
釈
学
の
系
譜
の
歴
史
観
・
歴
史
学
概
念
の
衣
鉢
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
連
関
で
、
ジ
ン
メ
ル
が
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
最
初
の
三
学
期
間
に
聴
講
し
た
授
業
が
歴
史
科
目
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
起
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
。
そ
の
中
に
は
、
歴
史
学
と
解
釈
学
の
統
合
を
最
初
に
図
っ
た
と
さ
れ
る
ド
ロ
イ
ゼ
ン
の
講
義
（
複
数
）
も
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
特
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る（K
öhnke
1996
:35
―
）。
ま
た
、
歴
史
的
認
識
の
ア
プ
リ
オ
リ
概
念
に
関
す
る
心
理
学
的
要
素
の
強
調
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
精
神
科
学
構
想
の
み
な
ら
ず
、
若
き
日
に
は
自
ら
の
「
師
」
と
仰
い
だ
ラ
ー
ツ
ァ
ル
ス
ら
の
民
族
心
理
学
（
社
会
心
理
学
）
の
影
響
も
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
（
１
）
。
あ
る
い
は
ヴ
ン
ト
や
ズ
ィ
グ
ヴ
ァ
ル
ト
（Sigw
art
1911
:628
―
）
な
ど
の
影
響
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
ジ
ン
メ
ル
の
心
理
・
心
理
学
概
念
は
―
―
当
時
、
一
般
的
に
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
―
―
か
な
り
多
義
的
で
曖
昧
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ジ
ン
メ
ル
は
『
歴
哲
』
の
中
で
歴
史
学
に
お
け
る
心
理
学
の
役
割
を
非
常
に
強
調
し
、「
心
理
学
は
歴
史
学
の
ア
プ
リ
オ
リ
で
あ
る
」（G
1 338
）
と
い
い
、
歴
史
学
は
あ
る
種
の
「
応
用
心
理
学
」（ib.
303
）
で
あ
る
と
断
言
す
る
。
そ
し
て
「
そ
の
た
め
、
か
り
に
法
則
科
学
と
し
て
の
心
理
学
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
心
理
学
に
対
す
る
歴
史
学
の
関
係
は
、数
学
に
対
す
る
天
文
学
の
関
係
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
（ib.
）
と
さ
え
言
う
。
デ
ィ
ル
タ
イ
が
精
神
科
学
の
基
礎
に
据
え
よ
う
と
し
た
心
理
学
が
自
然
科
学
的
な
「
説
明
心
理
学
」
で
は
な
く
「
記
述
心
理
学
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
（E
bbinghaus
1984
）、
こ
こ
で
い
わ
れ
る
心
理
学
は
「
説
明
心
理
学
」
の
一
種
で
あ
り
、
デ
ィ
ル
タ
イ
の
心
理
学
概
念
の
対
極
を
な
す
も
の
で
あ
る
（
２
）
。
そ
れ
で
い
て
、
単
純
な
方
法
的
一
元
論
も
頑
迷
な
方
法
的
二
元
論
に
も
与
し
な
い
ジ
ン
メ
ル
に
は
、
―
―
後
に
再
び
述
べ
る
よ
う
に
―
―
歴
史
学
の
基
礎
づ
け
に
法
則
科
学
の
心
理
学
を
応
用
す
る
こ
と
は
学
問
と
し
て
の
歴
史
学
の
独
自
性
を
殺
ぐ
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、「
心
理
学
法
則
」
と
し
て
「
表
象
の
結
合
と
再
生
、
差
異
感
覚
と
意
志
発
展
、
統
覚
と
被
暗
示
性
」（G
2 235
）
の
法
則
を
挙
げ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
を
み
る
と
、
ジ
ン
メ
ル
の
心
理
学
概
念
も
連
想
・
表
象
心
理
学
、
心
理
物
理
学
、
神
経
生
理
学
、
深
層
心
理
学
な
ど
の
混
淆
観
念
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
印
象
も
残
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、『
歴
哲
』の
具
体
的
な
展
開
、
個
々
の
論
述
で
は
、
ジ
ン
メ
ル
は
往
々
に
し
て
こ
の
「
法
則
科
学
と
し
て
の
心
理
学
」
の
概
念
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
デ
ィ
ル
タ
イ
の
基
礎
学
構
想
に
近
い
意
味
で
の
心
理
学
概
念
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
構
成
主
義
的
な
ア
プ
リ
オ
リ
論
の
視
点
と
心
理
学
主
義
に
傾
斜
し
た
解
釈
学
の
視
点
と
の
結
合
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を
帰
結
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
ジ
ン
メ
ル
の
「
歴
史
的
理
解
」
概
念
を
中
軸
に
考
え
て
み
る
の
が
適
切
だ
ろ
う
。
い
く
つ
か
の
論
点
を
挙
げ
て
み
る
（
３
）
。（
１
）
歴
史
的
理
解
と
は
、
前
者
の
視
点
に
従
え
ば
、
歴
史
家
の
内
面
に
お
い
て
歴
史
的
人
物
の
心
理
的
内
面
過
程
を
追
構
成
・
再
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
後
者
の
視
点
に
従
え
ば
、
歴
史
的
人
物
の
「
気
持
ち
に
な
り
」、
そ
の
感
情
の
動
き
や
行
為
の
心
理
的
動
機
に
「
感
情
移
入
」
し
「
同
感
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
、
そ
れ
が
歴
史
的
対
象
の
内
面
の
「
心
理
学
的
な
再
生
﹇
再
現
﹈」、「
繰
り
返
し
」（G
1 318
）
で
あ
る
と
す
る
一
方
で
、
―
―
歴
史
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
一
線
を
画
す
る
た
め
に
も
―
―
「
直
接
的
な
模
写
、
根
本
的
同
等
性
か
ら
生
ま
れ
る
直
接
的
な
理
解
」（ib.
319
）
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
解
の
積
極
的
な
実
質
規
定
と
な
る
と
、
歴
史
家
の
内
面
で
追
構
成
さ
れ
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る
歴
史
的
人
物
の
内
面
が
歴
史
家
の
内
面
と
し
て
で
は
な
く
ま
さ
に
他
者
の
内
面
と
し
て
追
感
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
（
ジ
ン
メ
ル
は
こ
れ
を
「
歴
史
的
認
識
の
謎
」
（ib.
320
）
と
呼
ぶ
）、
実
質
規
定
に
対
す
る
自
明
の
必
要
条
件
を
単
に
確
認
す
る
か
（ib.
）、「
心
理
学
的
な
変
形
、
凝
縮
、
あ
る
い
は
情
感
の
淡
い
反
映
」（ib.
318
）
ま
た
は
「
種
々
の
外
面
化
、
置
き
換
え
、
シ
ン
ボ
ル
化
」（ib.
319
）
に
媒
介
さ
れ
た
関
係
な
ど
と
い
っ
た
具
体
性
と
厳
密
性
を
欠
い
た
表
現
を
繰
り
返
す
に
と
ど
ま
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
、
こ
れ
が
自
然
認
識
に
は
見
ら
れ
な
い
歴
史
的
認
識
に
特
有
の
難
題
で
あ
り
、
こ
の
困
難
が
歴
史
的
認
識
の
主
客
同
一
性
、
つ
ま
り
主
体
も
客
体
も
と
も
に
心
理
的
・
精
神
的
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
こ
の
難
問
に
こ
こ
で
は
ま
だ
十
分
に
対
処
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
（cf.G
SG
1
6
:
151
―
）。
そ
れ
は
と
く
に
、
ア
プ
リ
オ
リ
論
の
原
理
に
従
っ
て
、
歴
史
的
認
識＝
理
解
を
可
能
に
す
る
主
観
的
な
前
提
条
件
を
問
う
と
き
に
浮
き
彫
り
に
な
る
。
そ
の
前
提
条
件
と
は
「
歴
史
的
認
識
の
主
体
と
客
体
の
内
容
上
の
心
理
学
的
同
一
性
」（G
1 321
）、
つ
ま
り
認
識
主
体
の
内
面
に
認
識
客
体
と
同
様
・
類
似
の
感
情
や
主
観
性
が
（
先
天
的
な
い
し
経
験
に
よ
り
）
あ
ら
か
じ
め
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
ジ
ン
メ
ル
は
主
張
す
る
が
、
そ
れ
は
現
実
に
は
成
立
し
え
な
い
要
件
で
あ
る
。
実
際
、
認
識
客
体
と
の
心
理
的
同
一
性
を
認
識
主
体
の
側
の
前
提
条
件
に
す
れ
ば
、
主
体
自
身
が
未
経
験
の
心
理
過
程
に
お
い
て
も
他
者
に
関
し
て
は
追
構
成＝
理
解
で
き
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
難
問
は
避
け
ら
れ
な
く
な
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
、
民
族
心
理
学
と
認
識
進
化
論
を
結
合
さ
せ
て
、
各
人
の
中
に
人
間
「
種
族
の
記
憶
」
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
い
る
無
意
識
的
で
「
潜
在
的
な
遺
伝
物
の
意
識
化
」（ib.
329
）
と
い
う
自
然
主
義
的
な
説
明
図
式
を
持
ち
だ
し
た
り
す
る
が
、そ
れ
は
―
―
二
版
で
自
ら
認
め
る
よ
う
に
―
―「
正
当
な
理
由
か
ら
忌
避
さ
れ
て
い
る
手
段
」（G
2 302
）、「
方
法
的
な
虚
構
」（ib.
304
）
に
す
ぎ
な
い
。
（
２
）
さ
て
、
ア
プ
リ
オ
リ
論
と
解
釈
学
の
統
合
と
い
う
試
み
に
よ
り
、「
ア
プ
リ
オ
リ
の
ア
プ
リ
オ
リ
」（G
1 327FN
）、
つ
ま
り
（
自
然
科
学
に
は
そ
の
ま
ま
で
妥
当
す
る
）
普
遍
的
な
ア
プ
リ
オ
リ
が
歴
史
学
に
お
い
て
実
現
す
る
た
め
の
個
別
的
・
具
体
的
な
ア
プ
リ
オ
リ
は
何
か
と
い
う
独
自
の
問
い
を
ジ
ン
メ
ル
は
立
て
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
認
識
の
ア
プ
リ
オ
リ
に
関
す
る
自
然
科
学
と
歴
史
学
の
根
本
的
な
認
識
論
的
差
異
は
何
か
と
い
う
ジ
ン
メ
ル
特
有
の
問
題
提
起
で
も
あ
る
。
そ
し
て
ジ
ン
メ
ル
は
、
こ
の
「
ア
プ
リ
オ
リ
の
ア
プ
リ
オ
リ
」
を
抽
象
的
・
論
理
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な
く
「
人
格
の
経
験
と
本
能
と
感
情
の
す
べ
て
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
心
理
学
的
な
力
」（ib.
327FN
）
と
し
て
の
「
個
性
の
ア
プ
リ
オ
リ
」（ib.
328FN
）
と
し
て
特
徴
づ
け
る
の
で
あ
る
。
歴
史
的
認
識
の
主
体
の
側
の
主
観
的
な
前
提
条
件
を
問
い
、
そ
れ
を
感
情
も
含
め
た
人
格
の
心
的
要
素
の
総
体
に
求
め
る
―
―
重
要
な
こ
と
は
、
こ
の
問
い
方
と
答
え
方
に
、
歴
史
的
認
識
に
お
け
る
一
般
原
理
と
個
性
原
理
、
論
理
主
義
と
心
理
主
義
の
対
比
と
統
一
を
求
め
る
ジ
ン
メ
ル
の
志
向
が
明
確
に
感
知
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
思
想
史
的
連
関
で
い
え
ば
、
そ
こ
に
、
カ
ン
ト
と
デ
ィ
ル
タ
イ
と
を
、
相
互
批
判
の
契
機
を
内
包
さ
せ
な
が
ら
統
合
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
読
み
取
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
論
理
学
的
な
も
の
と
心
理
学
的
な
も
の
」（ib.
327FN
）
と
が
自
然
認
識
で
は
分
離
し
て
い
る
が
歴
史
的
認
識
で
は
い
ま
だ
一
体
で
あ
る
と
い
う
判
断
に
も
現
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
再
び
、
文
化
科
学
の
方
法
論
的
な
基
礎
づ
け
に
あ
た
り
あ
く
ま
で
も
心
理
学
主
義
を
排
し
て
論
理
主
義
に
固
執
す
る
リ
ッ
カ
ー
ト
ジンメルと人文社会科学方法論争（下）
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と
の
対
照
的
な
姿
勢
が
鮮
明
に
浮
き
上
が
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
ま
た
、
ジ
ン
メ
ル
の
こ
う
し
た
試
み
は
、
歴
史
学
に
お
け
る
認
識
の
前
提
条
件
が
著
し
く
個
性
化
・
人
格
化
・
主
情
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
歴
史
的
認
識
に
お
け
る
客
観
性
と
は
何
か
、
そ
れ
を
ど
う
担
保
す
る
の
か
と
い
う
問
い
を
改
め
て
誘
発
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
（
３
）
さ
て
、
ジ
ン
メ
ル
自
身
の
手
に
よ
る
、
第
一
章
の
要
約
は
す
で
に
言
及
し
た
が
、
そ
の
中
に
あ
る
「
外
的
な
文
書
と
伝
承
か
ら
心
理
過
程
を
推
測
す
る
規
則
」
の
議
論
と
は
ま
さ
に
項
目
（
２
）
で
概
観
し
た
「
個
性
の
ア
プ
リ
オ
リ
」
に
至
る
論
述
で
あ
る
が
、
で
は
、「
心
理
過
程
の
〈
理
解
可
能
〉
な
連
関
を
生
み
だ
す
う
え
で
の
規
則
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、〈
人
格
的
個
性
の
ア
プ
リ
オ
リ
〉
と
と
も
に
歴
史
的
認
識
の
前
提
を
な
す
〈
人
格
的
統
一
性
の
ア
プ
リ
オ
リ
〉
の
論
述
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
（ib.
334
）。「
わ
れ
わ
れ
は
…
…
こ
う
し
た
心
理
的
過
程
の
一
つ
を
他
の
過
程
に
生
成
史
的
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
心
理
学
的
な
規
則
を
知
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」（ib.
335
）
と
ジ
ン
メ
ル
は
記
し
て
い
る
が
、
概
念
的
な
対
象
化
が
困
難
で
は
あ
る
が
事
実
上
そ
れ
に
従
っ
て
歴
史
事
象
を
認
識
し
て
い
る
こ
の
「
心
理
学
的
な
規
則
」
こ
そ
が
問
題
の
規
則
で
あ
り
、〈
人
格
的
統
一
性
の
ア
プ
リ
オ
リ
〉
の
内
実
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
規
則
を
意
識
的
に
確
定
す
る
こ
と
が
「
歴
史
哲
学
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
課
題
」（ib.
）
で
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
宣
言
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
ま
た
、
こ
の
課
題
へ
の
具
体
的
な
回
答
を
彼
自
身
、『
歴
哲
』
初
版
で
は
ま
だ
手
中
に
収
め
て
い
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
（
４
）
そ
の
解
答
の
一
つ
が
同
書
二
版
の
第
一
章
七
節
「
個
人
の
心
の
過
程
の
客
観
化
」
の
中
に
見
い
だ
さ
れ
る
。
歴
史
的
認
識
に
お
け
る
表
象
の
特
定
の
結
合
、
特
定
の
心
理
的
連
関
の
構
成
が
有
し
て
い
る
普
遍
的
・
客
観
的
な
必
然
性
・「
妥
当
性
」
の
概
念
の
論
述
（G
2 267
―
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
妥
当
性
は
、
直
接
的
に
は
説
得
性
の
感
情
、「
心
理
学
的
な
も
っ
と
も
ら
し
さ
の
感
情
」（ib.
268
）
と
い
う
主
観
的
な
様
態
で
与
え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
う
し
た
結
合
・
構
成
を
実
現
し
て
い
る
認
識
者
の
個
々
の
心
理
過
程
か
ら
独
立
し
た
超
個
人
的
、
間
主
観
的
な
効
力
を
有
す
る
と
い
う
意
味
で
、
論
理
的
な
事
象
認
識
に
劣
ら
ぬ
客
観
性
を
備
え
て
い
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
主
張
す
る
。
し
か
し
、
超
個
人
的
・
間
主
観
的
な
妥
当
性
の
感
情
随
伴
に
訴
え
る
こ
と
だ
け
で
、
ど
こ
ま
で
、
再
構
成
さ
れ
た
心
理
的
連
関
の
客
観
性
が
担
保
さ
れ
、
再
構
成
の
「
心
理
学
的
な
規
則
」
の
根
拠
が
示
さ
れ
う
る
の
か
は
依
然
と
し
て
不
分
明
で
あ
る
。
妥
当
性
概
念
の
議
論
に
あ
た
り
、
ジ
ン
メ
ル
は
詩
歌
や
肖
像
画
の
名
作
が
醸
し
出
す
説
得
力
や
妥
当
性
感
情
を
引
き
合
い
に
出
す
の
だ
が
（ib.
267
―,268
―
）、
そ
れ
が
具
体
例
に
よ
る
説
明
と
い
う
よ
り
も
、
不
十
分
な
基
礎
づ
け
を
補
完
す
る
た
め
の
例
証
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
つ
と
に
指
摘
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
妥
当
性
概
念
の
妥
当
性
の
是
非
は
さ
て
置
き
、
こ
の
概
念
を
議
論
の
中
軸
に
据
え
る
こ
と
で
、
歴
史
学
の
認
識
論
的
基
礎
づ
け
に
か
か
わ
る
様
々
な
困
難
を
解
決
す
る
糸
口
を
見
い
だ
せ
る
と
ジ
ン
メ
ル
自
身
は
考
え
て
い
た
こ
と
、
ま
た
こ
の
概
念
の
展
開
の
中
に
方
法
論
争
に
お
い
て
ジ
ン
メ
ル
が
取
ろ
う
と
し
た
ス
タ
ン
ス
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
注
意
を
払
い
た
い
。
例
え
ば
、
項
目（
１
）で
触
れ
た
、
自
己
の
内
面
で
構
成
さ
れ
た
心
像
を
他
者
の
も
の
と
し
て
表
象
で
き
る
と
い
う
謎
、
「
歴
史
的
な
投
影
の
困
難
」（ib.
274
）
も
、
超
主
観
的
・
間
主
観
的
な
妥
当
性
概
念
の
助
け
が
あ
れ
ば
解
明
し
う
る
と
指
摘
し
て
い
る
（ib.
274
―
）。
し
か
し
、
そ
れ
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以
上
に
重
要
な
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
二
版
の
三
章
を
執
筆
し
て
い
る
時
期
（
一
九
〇
四
年
十
一
月
）に
ジ
ン
メ
ル
が
リ
ッ
カ
ー
ト
に
宛
て
た
書
簡
の
一
節
に
注
目
し
よ
う
。
「
最
近
の
常
套
句
を
使
え
ば
、
本
書
に
お
け
る
私
の
転
換
は
〈
心
理
主
義
の
克
服
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。
実
際
に
は
、
私
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、
心
理
主
義
を
克
服
す
る
こ
と
な
ど
で
は
な
く
、
そ
れ
を
―
―
芸
術
の
本
質
に
つ
い
て
回
り
道
を
す
る
な
か
で
思
い
つ
い
た
―
―
よ
り
高
次
の
方
法
に
取
り
込
む
こ
と
な
の
で
す
」（G
SG
2
2
504
）。「
芸
術
の
本
質
に
つ
い
て
の
回
り
道
」
云
々
と
件
の
詩
歌
や
肖
像
画
の
例
証
と
の
符
合
が
暗
示
す
る
よ
う
に
、
妥
当
性
概
念
の
展
開
は
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
心
理
主
義
を
吸
収
し
た
「
よ
り
高
次
の
方
法
」
の
具
体
的
な
実
証
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
れ
は
、
リ
ッ
カ
ー
ト
の
心
理
主
義
批
判
に
対
す
る
間
接
的
な
反
批
判
の
意
味
合
い
も
込
め
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
二
版
の
出
版
予
定
を
告
げ
る
同
年
二
月
二
一
日
付
リ
ッ
カ
ー
ト
宛
の
書
簡
の
中
で
、
ジ
ン
メ
ル
は
執
筆
前
に
リ
ッ
カ
ー
ト
の
『
限
界
』
を
読
む
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
（ib.
472
）、
そ
の
可
能
性
は
い
よ
い
よ
高
い
と
言
え
る
。
心
理
的
連
関
の
理
解
を
歴
史
的
認
識
に
固
有
の
手
法
と
す
る
一
方
で
、
心
理
主
義
の
も
つ
主
観
性
へ
の
過
度
の
傾
斜
に
対
し
て
は
、
個
々
の
心
理
過
程
を
超
え
る
普
遍
的
な
妥
当
性
に
求
め
る
こ
と
で
歴
史
的
認
識
の
客
観
性
を
確
保
で
き
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
ジ
ン
メ
ル
が
妥
当
性
概
念
に
託
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
重
大
な
意
義
は
、
妥
当
性
感
情
を
伴
う
歴
史
的
構
成＝
理
解
が
、「
普
遍
性
と
必
然
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
純
粋
に
個
人
的
な
も
の
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
全
く
独
自
の
総
合
」
を
意
味
し
、「
こ
れ
ま
で
ど
の
認
識
過
程
に
も
妥
協
な
き
二
者
択
一
を
迫
っ
て
き
た
こ
う
し
た
﹇
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
﹈
対
立
を
超
え
て
い
る
」（G
2 271
）
こ
と
に
あ
る
。
妥
当
性
概
念
を
関
与
さ
せ
る
こ
と
で
、
歴
史
的
構
成＝
理
解
が
普
遍
性
・
必
然
性
の
契
機
と
唯
一
性
・
一
回
性
の
契
機
の
統
一
で
あ
る
こ
と
を
示
し
う
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
判
断
し
て
い
る
の
だ
。
歴
史
的
な
生
起
や
人
物
の
認
識
に
お
け
る
特
定
の
心
的
結
合
は
歴
史
的
に
一
回
限
り
の
事
象
に
す
ぎ
な
い
に
せ
よ
、
そ
れ
自
体
が
歴
史
的
実
現
の
有
無
と
は
無
関
係
な
必
然
的
で
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
感
受
さ
れ
な
け
れ
ば
説
得
力
の
あ
る
歴
史
的
理
解
と
は
見
な
さ
れ
な
い
と
考
え
、
歴
史
的
理
解
が
こ
の
説
得
力
を
も
つ
た
め
に
獲
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
こ
そ
、「
い
わ
ば
匿
名
的
な
、
つ
ま
り
人
物
名
に
縛
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
内
的
な
妥
当
性
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
歴
史
的
個
性
、
つ
ま
り
一
回
限
り
の
現
実
の
性
質
を
は
じ
め
か
帯
び
て
い
る
よ
う
な
妥
当
性
」（ib.
271
）
で
あ
る
と
判
断
す
る
か
ら
で
あ
る
。
歴
史
的
認
識
の
方
法
論
的
独
自
性
の
基
礎
づ
け
に
あ
た
り
普
遍
性
・
必
然
性
の
契
機
を
度
外
視
な
い
し
些
末
視
し
て
唯
一
性
・
一
回
性
の
契
機
を
一
面
的
に
特
権
視
す
る
傾
向
と
そ
の
真
逆
の
傾
向
、
ジ
ン
メ
ル
は
―
―
彼
の
所
見
で
は
当
時
の
学
界
に
瀰
漫
し
て
い
た
―
―
こ
う
し
た
両
傾
向
の
い
ず
れ
を
も
退
け
、
ま
さ
に
両
契
機
の
総
合
に
歴
史
的
認
識
の
方
法
論
的
独
自
性
を
求
め
る
の
で
あ
る
。
（
５
）
心
理
主
義
を
取
り
込
ん
だ
「
よ
り
高
次
の
方
法
」
と
い
う
点
、
し
た
が
っ
て
ま
た
歴
史
的
認
識
の
独
自
性
の
基
礎
づ
け
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
独
自
性
と
い
う
点
で
は
、
二
版
に
お
い
て
、
歴
史
的
構
成＝
理
解
の
方
法
論
的
概
念
を
根
本
的
に
把
握
す
る
た
め
に
「
意
味
」
概
念
が
―
―
そ
の
概
念
規
定
も
曖
昧
な
ま
ま
で
あ
り
、
い
ま
だ
十
分
な
展
開
は
見
ら
れ
な
い
と
は
い
え
―
―
議
論
の
中
心
に
据
え
ら
れ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
心
理
過
程
の
「
原
因
」
と
心
理
内
容
の
「
理
由
」、
あ
る
い
は
自
然
法
則
的
な
因
果
関
係
に
基
づ
く
心
理
過
程
と
心
理
内
容
の
論
理
的
な
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連
関
、
心
理
的
出
来
事
（
生
起
）
の
因
果
法
則
的
な
必
然
性
と
心
理
内
容
の
論
理
的
な
必
然
性
と
を
相
互
に
峻
別
し
た
う
え
で
、
歴
史
心
理
的
な
事
実
は
こ
の
い
ず
れ
の
必
然
性
と
も
疎
遠
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
（ib.
271
―;cf.G
SG
3
:296
―
）。
そ
し
て
歴
史
的
連
関
の
内
実
と
し
て
、「
原
因
」
と
「
理
由
」、
心
理
過
程
の
因
果
法
則
と
心
理
内
容
の
論
理
法
則
を
超
え
る
「
第
三
者
」
た
る
「
意
味
」
を
導
入
す
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
歴
史
的
人
物
の
諸
特
徴
、
歴
史
的
行
為
の
背
後
に
あ
る
複
合
的
表
象
を
結
び
合
わ
せ
て
理
解
可
能
な
統
一
を
つ
く
り
だ
す
の
は
、認
識
論
的
に
は
、
原
因
で
も
な
け
れ
ば
理
由
で
も
な
い
し
、
生
起
の
現
実
的
な
法
則
で
も
な
け
れ
ば
内
容
の
理
念
的
な
法
則
で
も
な
く
、
全
く
の
第
三
者
、
す
な
わ
ち
意
味
な
の
で
あ
る
」
（ib.
273
）
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
統
一
的
な
歴
史
的
連
関
の
構
成＝
理
解
の
成
立
と
そ
の
意
味
の
成
立
と
を
表
裏
一
体
と
し
て
捉
え
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
留
意
す
べ
き
は
、
問
題
の
「
よ
り
高
次
の
方
法
」
が
こ
の
意
味
概
念
を
そ
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
内
包
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
心
理
過
程
の
必
然
的
連
関
と
心
理
内
容
の
必
然
的
連
関
に
固
執
し
て
や
ま
な
い
偏
狭
で
一
面
的
な
様
態
の
、
つ
ま
り
当
時
広
く
流
通
し
て
い
た
形
態
の
―
―
そ
し
て
そ
の
限
り
で
の
―
―
心
理
主
義
と
論
理
主
義
の
双
方
を
超
越
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
ジ
ン
メ
ル
自
身
は
そ
う
判
断
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
一
八
九
六
年
に
エ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
（E
bbinghaus
1984
）
か
ら
自
ら
の
心
理
学
概
念
を
手
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
デ
ィ
ル
タ
イ
は
、
一
九
〇
〇
年
に
〈
心
理
主
義
か
ら
解
釈
学
へ
の
転
換
〉
を
行
い
（D
ilthey
1990
）、
こ
れ
以
降
、
理
解
や
意
味
の
概
念
を
歴
史
的
認
識
に
固
有
の
方
法
と
し
て
重
視
す
る
動
き
が
強
ま
る
。
他
方
、
奇
し
く
も
同
年
に
フ
ッ
サ
ー
ル
は
認
識
論
一
般
に
関
し
て
〈
心
理
主
義
か
ら
論
理
主
義
へ
の
転
換
〉
を
提
唱
す
る
が
（H
usserl1900
）、
リ
ッ
カ
ー
ト
の
試
み
も
文
化
科
学
の
方
法
論
に
お
け
る
こ
の
〈
論
理
主
義
的
転
換
〉
の
相
関
・
並
行
現
象
と
見
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
デ
ィ
ル
タ
イ
の
こ
の
〈
解
釈
学
的
転
換
〉
か
ら
ど
の
程
度
ま
で
直
接
的
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
は
不
確
定
と
は
い
え
、
理
解
・
意
味
概
念
を
ま
す
ま
す
重
視
し
て
い
く
ジ
ン
メ
ル
の
理
論
的
動
向
は
デ
ィ
ル
タ
イ
と
の
興
味
深
い
相
関
性
・
平
行
性
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
〈
心
理
主
義
か
ら
解
釈
学
へ
の
転
換
〉
と
は
単
純
に
は
形
容
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
後
に
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
、
す
で
に
一
八
九
二
年
の
時
点
で
、「
し
か
し
こ
の
理
解
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
ま
た
そ
の
条
件
は
な
ん
で
あ
る
か
」（G
2 317
）
と
問
い
、
理
解
と
い
う
も
の
を
歴
史
的
認
識
に
固
有
の
方
法
と
し
て
認
識
論
的
に
基
礎
づ
け
る
こ
と
を
歴
史
哲
学
の
重
要
課
題
の
一
つ
と
明
確
に
規
定
し
、
そ
れ
を
あ
る
程
度
ま
で
試
み
た
点
で
、
ジ
ン
メ
ル
は
こ
う
し
た
〈
解
釈
学
的
転
換
〉
の
動
き
に
先
行
し
て
い
た
と
も
言
え
る
。
（
６
）
ジ
ン
メ
ル
の
理
解
・
意
味
概
念
の
特
質
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
彼
が
、
歴
史
的
な
行
為
や
出
来
事
を
心
的
過
程
と
し
て
追
構
成＝
理
解
す
る
重
要
性
を
強
調
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
行
為
・
出
来
事
の
動
因
な
い
し
意
味
を
行
為
者
の
意
識
的
な
意
図
・
目
的
あ
る
い
は
動
機
に
単
純
か
つ
直
接
的
に
帰
着
さ
せ
よ
う
と
す
る
、
し
た
が
っ
て
行
為
の
理
解
可
能
性
を
意
識
的
な
動
機
の
理
解
可
能
性
に
解
消
さ
せ
て
し
ま
う
傾
向
（
４
）
に
対
し
て
非
常
に
批
判
的
で
あ
っ
た
（G
1 313
―;G
2 248
―;
池
田
2013
）
こ
と
も
押
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
行
為
の
動
因
と
し
て
無
意
識
過
程
が
果
た
す
重
大
な
役
割
や
意
識
的
過
程
と
無
意
識
的
過
程
の
関
係
の
不
確
定
さ
、
さ
ら
に
は
同
じ
行
為
過
程
の
動
機
や
帰
結
に
関
し
て
正
反
対
の
推
論
が
同
じ
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蓋
然
性
を
も
っ
て
成
立
す
る
可
能
性
を
強
く
意
識
し
て
お
り
、「
個
人
な
い
し
集
団
の
行
為
と
行
為
の
有
意
味
な
結
び
つ
き
を
た
だ
ち
に
意
識
的
な
心
理
的
過
程
に
求
め
、
後
者
の
目
的
論
的
な
性
格
か
ら
前
者
の
有
意
味
な
結
び
つ
き
が
生
じ
る
と
す
る
ナ
イ
ー
ブ
な
想
定
」（G
1 314
―;G
2 250
）
を
拒
絶
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
行
為
の
動
機
理
解
に
お
け
る
行
為
者
の
目
的
・
意
図
の
想
定
が
も
つ
仮
説
的
性
格
を
つ
ね
に
強
調
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、「
集
団
に
お
け
る
必
然
的
な
支
配
・
従
属
、
一
般
的
目
的
の
た
め
の
団
結
な
い
し
個
人
的
利
益
の
た
め
の
分
散
、
宗
教
的
・
政
治
的
理
念
に
よ
る
蜂
起
と
変
革
」（G
1 332
）
な
ど
の
歴
史
的
な
集
合
行
為
は
、
参
加
し
た
個
人
の
意
識
的
な
関
心
や
目
的
か
ら
の
再
構
成
に
よ
っ
て
の
み
理
解
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
個
人
的
行
為
の
理
解
よ
り
も
容
易
で
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
述
べ
る
。集
合
行
為
の
場
合
、
そ
の
動
機
や
目
的
は
そ
の
多
く
の
構
成
員
に
共
通
す
る
一
般
的
で
一
次
的
な
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
は
後
に
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
―
―
『
歴
哲
』
二
版
を
参
照
に
し
て
―
―
「〈
大
衆
現
象
〉
の
個
人
的
性
格
」（W
eber
1988
:48FN
）
と
い
う
自
ら
の
主
張
の
補
強
材
料
と
し
て
触
れ
た
個
所
で
あ
る
が
、
個
人
に
共
有
さ
れ
た
意
識
的
動
機
の
理
解
に
よ
っ
て
ど
こ
ま
で
集
合
行
為
を
説
明
で
き
る
の
か
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
（
５
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
―
―
右
に
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
―
―
理
解
に
は
様
々
な
側
面
・
契
機
だ
け
で
は
な
く
、
多
様
な
種
類
・
様
態
も
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
想
定
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
彼
は
「
人
格
的
な
も
の
と
一
般
的
な
も
の
の
理
解
」（G
2 304
）
と
い
う
―
―
そ
の
対
象
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
―
―
理
解
の
二
つ
の
対
極
に
触
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
「
認
識
す
る
心
の
統
一
が
認
識
さ
れ
る
心
の
統
一
形
式
へ
の
図
式
を
与
え
る
」（ib.
305
）
た
め
に
比
較
的
容
易
に
遂
行
で
き
る
「
明
瞭
な
輪
郭
を
も
っ
た
個
性
の
持
ち
主
の
内
面
の
再
構
成
」（ib.
304
）、
も
う
ひ
と
つ
は
特
定
の
歴
史
的
状
況
の
代
表
例
と
し
て
典
型
的
・
平
均
的
人
間
を
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
概
念
が
内
包
す
る
多
面
性
と
多
様
性
は
、
あ
る
種
の
未
展
開
や
不
徹
底
、
不
統
一
や
不
整
合
を
は
ら
み
つ
つ
も
、
他
の
論
者
に
は
見
ら
れ
な
い
、
ジ
ン
メ
ル
の
理
解
概
念
に
固
有
の
鋭
敏
性
と
柔
軟
性
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
晩
期
の
理
解
論
に
お
い
て
一
層
顕
著
と
な
る
傾
向
で
あ
り
（G
SG
1
3
:321
―;16
:391
―;24
:26
―
）、
目
的
論
的
行
為
論
の
理
解
概
念
と
だ
け
で
は
な
く
解
釈
学
的
な
理
解
概
念
と
も
異
な
る
ジ
ン
メ
ル
行
為
論
に
固
有
の
特
質
で
あ
る
。
（
７
）
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
、
カ
ン
ト
が
自
然
科
学
に
関
し
て
遂
行
し
た
構
成
主
義
的
な
基
礎
づ
け
を
歴
史
学
の
分
野
で
も
実
現
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
同
時
に
、
自
然
科
学
に
関
し
て
は
す
で
に
完
了
し
て
い
る
実
在
論
批
判
の
課
題
を
歴
史
学
に
関
し
て
も
遂
行
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。「
…
…
精
神
科
学
的
な
認
識
に
お
い
て
は
、
認
識
機
能
と
そ
の
客
体
と
の
同
一
性
に
幻
惑
さ
れ
て
―
―
つ
ま
り
双
方
と
も
精
神
で
あ
る
た
め
に
―
―
依
然
と
し
て
…
…
自
然
主
義
が
支
配
し
て
い
る
」（G
2 276
）
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
け
二
版
で
は
こ
の
課
題
意
識
が
強
い
と
言
え
る
が
（ib.
229
―,
275
―;G
SG
2
2
:503
―
）、
重
要
な
の
は
、
歴
史
的
認
識
が
歴
史
過
程
の
単
な
る
再
現
・
複
写
で
は
な
く
、
歴
史
的
資
料
か
ら
「
そ
れ
自
体
ま
だ
存
在
し
な
い
何
か
を
作
り
だ
す
精
神
活
動
」（G
2 277
）
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
、
ジ
ン
メ
ル
が
、
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
有
す
る
歴
史
的
認
識
の
意
義
や
価
値
を
前
面
に
押
し
だ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
創
造
的
な
認
識
活
動
が
「
素
材
の
個
々
の
事
項
の
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概
括
的
な
集
約
に
よ
る
だ
け
で
は
な
く
、
精
神
活
動
が
自
ら
の
側
か
ら
素
材
に
対
し
て
問
い
を
立
て
、
個
別
的
な
も
の
を
ま
と
め
て
、﹇
題
材
の
﹈〈
英
雄
〉
の
意
識
に
は
多
く
の
場
合
全
く
な
か
っ
た
よ
う
な
意
味
を
与
え
る
こ
と
、
こ
う
し
た
過
去
を
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
叙
述
に
値
す
る
よ
う
な
歴
史
像
に
作
り
あ
げ
る
、
素
材
の
意
義
と
価
値
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」（ib.
傍
点
原
著
者
）と
い
う
一
節
は
、
そ
れ
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
認
識
主
体
の
歴
史
的
「
知
識
へ
の
欲
求
」（ib.
276
）
や
独
自
の
「
問
い
」
も
ま
た
歴
史
的
認
識
を
構
成
す
る
ア
プ
リ
オ
リ
な
前
提
の
一
部
と
し
て
重
視
し
、
歴
史
的
認
識
が
歴
史
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
知
的
関
心
や
欲
求
に
対
応
し
、
そ
れ
を
充
足
さ
せ
る
意
味
や
価
値
を
創
出
す
る
行
為
で
あ
る
と
い
う
観
点
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
８
）
認
識
論
的
に
は
心
的
な
主
客
同
一
性
に
由
来
す
る
（
と
ジ
ン
メ
ル
が
考
え
る
）
歴
史
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
論
駁
す
る
た
め
に
、
ジ
ン
メ
ル
は
、
歴
史
学
と
構
成
的
性
格
の
明
確
な
自
然
科
学
と
の
共
通
性
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
歴
史
学
も
や
は
り
ア
プ
リ
オ
リ
な
前
提
に
よ
る
素
材
の
変
形
・
構
成
に
よ
っ
て
し
か
成
立
し
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
。
歴
史
学
の
構
成
的
性
格
と
い
う
、
自
然
科
学
と
の
共
通
性
に
あ
く
ま
で
も
拘
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
前
提
が
、
心
的
な
歴
史
的
原
像
の
「
内
容
を
、
時
間
と
空
間
と
環
境
に
お
け
る
位
置
に
応
じ
て
個
性
化
さ
れ
た
一
回
限
り
の
人
物
に
構
成
す
る
、
歴
史
性
の
特
殊
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
」（ib.
294
）
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
で
、
彼
は
自
然
科
学
に
対
す
る
歴
史
学
の
独
自
性
を
確
保
し
よ
う
と
も
す
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
に
方
法
一
元
論
と
二
元
論
と
の
狭
間
を
ぬ
う
ス
タ
ン
ス
は
、
当
時
の
他
の
理
論
家
た
ち
に
は
見
ら
れ
な
い
ジ
ン
メ
ル
に
特
有
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ス
タ
ン
ス
は
ま
た
、
一
方
に
お
け
る
認
識
主
体
の
個
性
的
主
観
に
よ
る
認
識
対
象
の
個
性
的
主
観
の
心
理
学
的
把
握
と
い
う
、
歴
史
学
の
対
象
・
方
法
の
独
自
性
の
強
調
と
、
他
方
に
お
け
る
科
学
（
学
問
）
的
認
識
と
し
て
の
歴
史
学
の
客
観
性
の
確
保
を
同
時
に
試
み
る
こ
と
に
も
体
現
さ
れ
て
い
る
（ib.
295
―
）。
す
な
わ
ち
、
歴
史
学
の
独
自
性
を
特
徴
づ
け
る
「
こ
の
あ
る
意
味
で
主
観
的
な
把
握
は
、
科
学
的
な
認
識
像
を
生
み
だ
す
た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
方
法
的
規
範
の
要
請
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
形
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
規
範
が
な
け
れ
ば
間
主
観
的
な
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
う
る
認
識
は
成
立
し
な
い
…
…
」（ib.
296
―
）
と
あ
る
よ
う
に
、
ジ
ン
メ
ル
は
ア
プ
リ
オ
リ
な
「
方
法
的
規
範
」
を
歴
史
的
認
識
の
客
観
性
の
担
保
に
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
規
範
も
「
そ
の
素
材
の
特
殊
な
制
約
に
対
し
て
無
頓
着
な
わ
け
で
は
な
く
、
自
然
科
学
が
求
め
る
も
の
に
比
べ
、
よ
り
可
変
的
で
収
縮
性
に
富
ん
だ
、
究
極
的
性
格
の
弱
い
類
の
客
観
性
を
結
果
全
体
に
許
容
す
る
」（ib.
297
）
と
説
明
す
る
こ
と
で
、
歴
史
学
の
客
観
性
が
も
つ
特
殊
性
・
独
自
性
に
注
意
を
向
け
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ジ
ン
メ
ル
が
注
目
す
る
、
歴
史
的
認
識
の
主
観
性
と
客
観
性
の
関
係
が
内
包
す
る
意
味
は
非
常
に
両
義
的
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
ず
、
歴
史
家
の
多
様
な
個
性
・
主
観
性
に
由
来
す
る
多
種
多
様
な
歴
史
的
認
識
が
学
問
的
に
成
立
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
歴
史
的
「
認
識
の
客
観
性
は
…
…
そ
う
し
た
主
観
的
な
多
様
性
を
含
み
、
主
観
的
な
多
様
性
を
基
礎
に
し
て
成
立
す
る
」（ib.
297
）
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
歴
史
的
な
認
識
構
成
が
認
識
主
体
の
側
の
主
観
的
な
多
様
性
を
許
す
と
い
う
ジ
ン
メ
ル
の
考
え
方
に
は
、
そ
の
認
識
結
果
が
歴
史
的
な
認
識
対
象
自
体
に
備
わ
る
主
観
性
や
個
性
の
様
態
か
ら
も
強
い
制
約
を
受
け
る
と
い
う
想
定
が
対
応
し
て
い
る
。
歴
史
的
認
識
に
お
け
る
主
観
的
要
因
の
客
観
性
の
根
拠
を
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そ
の
ア
プ
リ
オ
リ
に
従
う
構
成
、
つ
ま
り
は
そ
の
超
主
観
的
な
妥
当
性
に
求
め
な
が
ら
も
、
自
然
科
学
と
は
異
な
る
歴
史
的
認
識
の
独
自
性
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
認
識
主
体
の
主
観
的
要
因
を
強
調
す
る
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
対
象
の
特
質
に
よ
る
制
約
を
―
―
し
か
も
歴
史
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
陥
ら
な
い
形
で
―
―
指
摘
す
る
こ
と
が
、
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
は
必
要
な
の
で
あ
る
。
５.
『
歴
史
哲
学
の
諸
問
題
』
第
二
章
歴
史
法
則
論
を
め
ぐ
っ
て
十
九
世
紀
後
半
、
人
文
社
会
科
学
へ
の
自
然
科
学
的
手
法
の
拡
張
を
主
張
す
る
方
法
的
一
元
論
（
自
然
主
義
）
の
法
則
科
学
派
と
、
人
文
社
会
科
学
の
対
象
・
手
法
の
独
自
性
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
方
法
的
二
元
論
の
反
法
則
科
学
派
と
が
対
立
・
抗
争
す
る
と
い
う
学
問
世
界
の
構
図
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
。
グ
ム
プ
ロ
ヴ
ィ
ツ
（G
um
-
plow
icz
1926
:15
―,34
―
）、
史
的
唯
物
論
者
な
ど
が
前
者
の
極
端
を
、
歴
史
学
派
、
新
カ
ン
ト
派
な
ど
が
後
者
の
極
端
を
形
成
し
、
例
え
ば
中
央
か
ら
後
者
寄
り
の
穏
当
な
位
置
は
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
（B
ernheim
2015
:101
―,157
―
）
が
、
か
な
り
前
者
寄
り
の
位
置
は
『
歴
哲
』
の
評
者
で
も
あ
っ
た
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
（E
ulenburg
1912
）
が
、
さ
ら
に
前
者
寄
り
の
位
置
は
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
（Lam
precht
1896
）
が
占
め
る
と
い
っ
た
よ
う
な
配
置
で
あ
っ
た
。
当
時
の
知
識
人
た
ち
は
、
法
則
の
概
念
や
有
効
範
囲
を
め
ぐ
る
こ
の
対
抗
軸
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
の
か
選
択
を
迫
ら
れ
た
が
、
ジ
ン
メ
ル
の
位
置
取
り
は
や
は
り
独
特
か
つ
複
雑
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
、『
歴
哲
』
第
二
章
「
歴
史
法
則
に
つ
い
て
」
を
中
心
に
論
点
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
ジ
ン
メ
ル
に
よ
れ
ば
、

歴
史
哲
学
で
歴
史
法
則
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
歴
史
的
な
発
展
段
階
の
転
換
に
関
す
る
全
体
法
則
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
歴
史
的
段
階
の
転
換
を
引
き
起
こ
す
原
因
を
明
示
す
る
厳
密
な
意
味
で
の
因
果
法
則
で
は
な
い
。

そ
れ
は
実
際
に
は
歴
史
過
程
の
一
定
の
事
実
的
「
規
則
性
」
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。

な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
背
後
に
潜
む
無
数
の
基
礎
的
な
要
因
、
多
く
の
特
殊
法
則
の
作
用
の
結
果
で
あ
り
発
現
形
態
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
（
６
）
。
基
本
的
な
ア
イ
デ
ア
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
例
え
ば
厳
密
な
因
果
法
則
と
経
験
的
な
規
則
性
記
述
の
区
別
と
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
メ
ン
ガ
ー
（M
enger
1969
:35
―,
38FN
,
104
―,
238
―,259
―
）、
さ
ら
に
徹
底
し
た
形
で
ズ
ィ
グ
ヴ
ァ
ル
ト
（Sigw
art
1911
:523
―
）
が
、
全
体
連
関
・
法
則
と
個
別
連
関
・
法
則
の
区
別
に
つ
い
て
は
デ
ィ
ル
タ
イ
（D
ilthey
1990
:110
―
）
な
ど
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
貢
献
は
、
複
雑
性
・
開
放
性
（
非
内
部
完
結
性
）
原
理
に
基
づ
く
現
実
の
因
果
論
的
構
造
論
（
池
田2013
:106
―
）
と
批
判
主
義
的
・
構
成
主
義
的
な
認
識
論
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
区
別
を
基
礎
づ
け
よ
う
と
試
み
た
こ
と
に
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
こ
う
し
た
見
地
は
歴
史
・
社
会
過
程
に
関
す
る
そ
の
後
の
議
論
に
一
定
の
影
響
を
残
し
て
い
る
よ
う
だ
。
例
え
ば
、
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
も
自
然
法
則
概
念
と
規
則
性
概
念
の
区
別
を
含
め
た
何
種
類
か
の
法
則
概
念
に
つ
い
て
綿
密
な
弁
別
を
試
み
て
い
る
（B
ernheim
2015
:111
―
）。
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
は
、
ジ
ン
メ
ル
と
同
様
に
歴
史
学
・
社
会
学
に
お
け
る
厳
密
法
則
の
可
能
性
を
否
定
し
規
則
性
論
を
支
持
す
る
一
方
、
ジ
ン
メ
ル
と
は
反
対
に
歴
史
発
展
の
全
体
法
則
の
可
能
性
を
擁
護
し
、
そ
れ
を
社
会
発
展
法
則
に
収
斂
さ
せ
る
が
（E
ulenburg
1912
）、
そ
の
論
点
や
議
論
の
枠
組
み
に
は
ジ
ン
メ
ル
を
意
識
し
た
形
跡
が
強
い
。
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ジ
ン
メ
ル
の
歴
史
法
則
論
に
対
し
て
は
、
自
然
科
学
に
対
す
る
人
文
社
会
科
学
の
独
自
性
を
理
論
的
に
確
保
す
る
試
み
と
し
て
―
―
既
述
の
よ
う
に
―
―
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
や
リ
ッ
カ
ー
ト
も
一
定
の
評
価
を
与
え
て
い
る
が
、
ジ
ン
メ
ル
の
歴
史
法
則
論
は
彼
ら
が
解
し
た
ほ
ど
単
純
で
は
な
く
、
は
る
か
に
屈
折
し
錯
綜
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
を
究
極
の
単
純
最
小
体
と
そ
の
根
源
力
に
帰
着
さ
せ
る
こ
と
を
最
終
目
標
と
す
る
自
然
科
学
的
な
方
法
一
元
論
を
徹
底
さ
せ
れ
ば
、
法
則
に
関
す
る
自
然
科
学
と
歴
史
学
と
の
対
立
は
著
し
く
相
対
化
さ
れ
る
と
い
う
パ
ラ
ド
ク
ス
な
事
情
に
ジ
ン
メ
ル
は
注
意
を
向
け
て
い
る
。
法
則
認
識
に
は
、
そ
の
対
象
分
野
を
問
わ
ず
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
原
理
的
な
困
難
が
伴
っ
て
い
る
と
考
え
る
た
め
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は

究
極
の
単
純
要
素
と
そ
の
根
源
力
の
認
識
に
は
到
達
で
き
な
い
。

か
り
に
到
達
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
認
識
の
最
終
地
点
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

さ
ら
に
諸
要
因
の
輻
輳
に
よ
る
現
象
上
の
結
果
と
、
そ
の
原
因
を
表
す
法
則
の
直
接
的
・
個
別
的
事
例
と
の
区
別
は
実
際
上
は
不
確
実
で
あ
る
と
い
っ
た
懐
疑
論
的
理
由
か
ら
、自
然
法
則
も
ま
た
原
理
的
に
、あ
る
次
元
の
事
象
・
運
動
を
そ
れ
よ
り
単
純
な
事
象
・
運
動
に
解
消
す
る
こ
と
に
尽
き
、
そ
の
単
純
な
事
象
・
運
動
の
究
極
原
因
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
ジ
ン
メ
ル
は
言
う
の
で
あ
る
（G
1 346
;G
2 322
）。
厳
密
な
自
然
法
則
の
典
例
と
呼
ば
れ
た
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
運
動
法
則
で
さ
え
、
そ
れ
が
表
示
す
る
の
は
「
観
察
上
の
時
空
的
な
位
置
関
係
に
す
ぎ
な
い
」（G
1 345
）
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
引
力
は
所
与
の
前
提
と
さ
れ
、
そ
の
原
因
自
体
は
示
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。「
物
質
の
引
力
と
い
え
ど
も
い
つ
の
日
か
種
々
の
条
件
と
力
の
輻
輳
の
結
果
で
あ
る
と
判
明
し
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
」（ib.;G
2 :322
）
と
い
う
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
力
学
最
盛
期
の
世
紀
転
換
期
に
し
て
は
か
な
り
大
胆
な
〈
予
言
〉
も
、
ジ
ン
メ
ル
の
こ
う
し
た
法
則
理
解
の
当
然
の
帰
結
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
認
識
論
的
な
構
造
か
ら
み
れ
ば
、
自
然
法
則
も
歴
史
法
則
も
同
じ
よ
う
に
事
実
間
の
一
定
の
規
則
的
な
現
象
関
係
を
記
述
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、そ
の
点
で
は
両
法
則
の
間
に
根
本
的
な
差
異
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
よ
る
自
然
科
学
と
歴
史
学
の
方
法
的
対
立
の
相
対
化
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
―
―
方
法
一
元
論
的
な
法
則
派
と
は
異
な
り
―
―
法
則
概
念
一
般
の
徹
底
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
自
然
科
学
の
法
則
概
念
そ
れ
自
体
の
相
対
化
に
基
づ
い
て
い
る
点
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ぎ
に
、「
現
実
科
学
」
と
「
法
則
科
学
」
の
対
比
・
対
照
と
い
う
手
法
を
用
い
て
歴
史
学
の
独
自
性
を
基
礎
づ
け
る
ジ
ン
メ
ル
の
試
み
（G
1 346
―,G
2 338
―
）
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
初
版
で
は
「
物
語
（
科
）
学
と
法
則
科
学
の
対
立
」、
二
版
以
降
は
「
現
実
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
の
固
有
意
義
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
節
は
、
「
論
理
的
・
概
念
的
に
み
て
、
両
科
学
の
間
に
は
、
お
よ
そ
知
の
領
域
に
お
い
て
あ
り
う
る
最
大
の
相
違
が
存
在
す
る
」（G
1 348
―
）
と
い
う
一
文
が
見
ら
れ
、
文
字
通
り
「
歴
史
学
の
固
有
意
義
」
を
認
識
論
的
に
正
当
化
す
る
も
の
と
し
て
新
カ
ン
ト
派
や
ウ
ェ
ー
バ
ー
（W
eber
1988
:170
―
）
な
ど
か
ら
も
一
定
の
評
価
を
受
け
た
。
こ
の
正
当
化
に
さ
い
し
て
、
ジ
ン
メ
ル
は
二
つ
の
基
本
的
想
定
を
前
提
に
し
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
歴
史
的
事
象
へ
の
独
自
の
関
心
が
存
在
し
、
歴
史
的
認
識
は
こ
の
関
心
に
基
づ
く
固
有
の
価
値
を
帯
び
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
法
則
認
識
は
歴
史
学
の
叙
述
対
象
に
と
っ
て
本
質
的
な
事
実
性
・
現
実
性
そ
の
も
の
を
把
捉
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
対
し
て
完
全
に
無
頓
着
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
事
実
性
・
現
実
性
に
対
す
る
法
則
認
識
の
原
理
的
な
〈
限
界
〉
が
跡見学園女子大学文学部紀要 第５４号 ２０１９
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存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
現
実
科
学
で
あ
る
歴
史
学
は
法
則
科
学
に
対
し
て
「
完
全
な
独
自
性
と
等
価
値
」（G
1 349
）
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、「
認
識
批
判
に
は
、
後
者
の
法
則
科
学
へ
の
前
者
の
歴
史
学
の
解
消
を
科
学
の
絶
対
的
な
理
想
と
し
て
支
持
す
る
理
由
は
や
は
り
な
い
」（ib.
）
と
い
う
結
論
が
引
き
出
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
独
自
科
学
と
し
て
の
存
在
理
由
を
正
当
化
す
る
も
の
は
、
問
題
の（
科
）
学
的
認
識
が
独
自
の
理
論
的
価
値
を
有
す
る
か
否
か
で
あ
り
、
こ
の
価
値
は
ひ
と
え
に
そ
の
認
識
に
対
す
る
一
定
の
関
心
に
あ
る
と
い
う
考
え
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
で
は
価
値
判
断
論
争
に
は
立
ち
入
ら
な
い
旨
を
す
で
に
冒
頭
で
断
っ
て
あ
る
が
、
次
の
点
だ
け
は
触
れ
て
お
き
た
い
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
ジ
ン
メ
ル
が
（
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ベ
ル
ク
と
と
も
に
）
価
値
の
感
情
は
唯
一
性
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
反
復
と
も
結
び
付
い
て
い
る
と
リ
ッ
カ
ー
ト
を
批
判
す
る
が
、
リ
ッ
カ
ー
ト
は
唯
一
的
な
も
の
だ
け
に
価
値
関
係
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
な
く
、「
個
性
的
連
関
の
歴
史
的
認
識
は
価
値
関
係
づ
け
が
な
け
れ
ば
有
意
味
な
か
た
ち
で
は
可
能
で
は
な
く
な
る
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
十
分
な
の
だ
と
リ
ッ
カ
ー
ト
を
擁
護
す
る（W
e-
ber
1988
:92FN
傍
点
ウ
ェ
ー
バ
ー
）。
し
か
し
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
弁
論
は
事
実
上
、
価
値
関
係
づ
け
が
歴
史
的
認
識
の
必
要
条
件
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
り
、
結
局
、
リ
ッ
カ
ー
ト
に
よ
る
価
値
関
係
づ
け
そ
れ
自
体
に
よ
っ
て
は
歴
史
的
認
識
の
方
法
的
独
自
性
を
十
分
に
証
明
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
に
等
し
い
。
こ
の
弁
論
か
ら
は
同
時
に
、
価
値
関
係
づ
け
は
（
自
然
認
識
を
含
む
）
あ
ら
ゆ
る
認
識
に
付
き
ま
と
う
こ
と
、
し
た
が
っ
て
価
値
視
点
か
ら
（
歴
史
学
を
含
む
）
特
定
の
科
学
的
（
学
問
的
）
認
識
の
独
自
性
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
認
識
に
特
有
の
価
値
づ
け
が
何
で
あ
る
の
か
を
示
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
リ
ッ
カ
ー
ト
と
同
様
に
（
少
な
く
と
も
こ
の
当
時
の
）
ウ
ェ
ー
バ
ー
も
ま
た
十
分
に
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
文
化
科
学
な
い
し
精
神
科
学
に
お
け
る
価
値
視
点
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
は
、
ジ
ン
メ
ル
は
リ
ッ
カ
ー
ト
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、

歴
史
的
認
識
に
限
ら
ず
認
識
一
般
に
お
け
る
価
値
視
点
の
重
要
性
を
主
張
し
、

歴
史
的
認
識
の
独
自
性
を
基
礎
づ
け
る
た
め
に
価
値
視
点
以
外
に
も
複
数
の
観
点
を
立
て
、

さ
ら
に
価
値
視
点
に
限
っ
て
も
単
一
視
点
で
は
な
く
複
数
の
論
点
を
考
慮
し
て
い
る
点
で
、
他
の
二
人
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
―
―
リ
ッ
カ
ー
ト
と
当
時
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
主
張
の
枠
組
み
に
お
い
て
さ
え
―
―
〈
文
化
価
値
に
よ
る
対
象
の
選
択
〉
と
い
う
視
点
に
よ
っ
て
な
し
う
る
こ
と
は
、
法
則
化
・
一
般
化
方
法
を
用
い
る
分
野
も
含
め
た
「
文
化
科
学
」
一
般
を
自
然
科
学
一
般
か
ら
区
別
す
る
こ
と
に
限
ら
れ
、「
文
化
科
学
」
の
一
分
野
で
あ
る
歴
史
学
、
リ
ッ
カ
ー
ト
の
い
う
「
個
性
化
文
化
科
学
」
の
種
差
の
確
定
に
ま
で
は
及
ば
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
を
強
引
に
及
ぼ
す
た
め
に
〈
文
化
価
値＝
個
性
・
差
異
性
の
価
値
〉
と
い
う
互
い
に
下
駄
を
預
け
合
う
等
置
論
法
に
訴
え
る
わ
け
だ
が
（
池
田2018
:
68
）、
今
度
は
そ
れ
が
「
一
般
化
文
化
科
学
」
概
念
の
形
容
矛
盾
を
招
く
。
科
学
に
お
け
る
価
値
視
点
を
文
化
価
値
に
限
定
し
た
こ
と
が
む
し
ろ
あ
だ
と
な
り
、
歴
史
的
認
識
の
独
自
性
の
理
論
的
確
保
の
た
め
に
、
リ
ッ
カ
ー
ト
は
歴
史
的
な
一
回
性
・
唯
一
性
そ
れ
自
体
に
対
す
る
固
有
価
値
と
い
う
視
点
に
直
截
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
（
７
）
。
さ
て
、「
歴
史
的
・
事
実
的
知
識
と
法
則
知
識
の
根
本
的
対
立
」（G
2 :341
）
を
よ
り
明
確
に
示
す
た
め
、
ジ
ン
メ
ル
は
『
歴
哲
』
二
版
で
は
初
版
以
上
に
「
法
則
は
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〈
妥
当
す
る
〉」（ib.
339
）
と
い
う
「
自
然
法
則
の
認
識
論
的
地
位
」（ib.
340
）
を
前
面
に
押
し
出
し
、「
現
実
に
対
す
る
法
則
の
力
の
限
界
」（ib.
341
）
を
一
段
と
強
調
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
―
―
初
版
の
注
を
本
文
に
組
み
込
み
拡
充
す
る
形
で
―
―
自
然
法
則
の
前
提
自
体
、
す
な
わ
ち

自
然
法
則
自
体
、

物
質
、

多
様
な
原
初
形
態
の
存
在
が
自
然
法
則
か
ら
は
導
き
出
せ
な
い
没
合
理
的
な
所
与
で
あ
る
こ
と
に
ジ
ン
メ
ル
は
注
意
を
促
す
。
さ
ら
に
、〈
も
し
Ａ
な
ら
ば
Ｂ
で
あ
る
〉
こ
と
を
例
外
な
く
規
定
で
き
て
も
〈
Ａ
が
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
〉
を
全
く
決
定
で
き
な
い
と
い
う
―
―
す
で
に
初
版
で
言
及
し
て
い
る
―
―
本
質
的
欠
性
に
加
え
、
カ
ン
ト
哲
学
の
前
提
で
あ
る
観
念
と
存
在
、
主
観
と
客
観
の
対
立
を
根
本
的
に
超
え
る
第
三
者
、
時
空
的
に
規
定
さ
れ
た
現
実
の
彼
方
に
あ
る
「
イ
デ
ア
界
」
と
い
う
「
認
識
論
的
地
位
」
を
「
妥
当
性
」
に
与
え
、
こ
れ
を
自
然
法
則
の
根
本
的
な
成
立
様
態
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
ま
さ
に
自
然
法
則
自
体
の
妥
当
性
の
様
態
、
超
現
実
的
で
存
在
性
に
無
縁
な
本
質
と
成
立
様
態
に
根
差
す
限
界
を
根
拠
に
し
て
、「
合
理
化
で
き
な
い
、
法
則
化
で
き
な
い
存
在
要
素
」（ib.
343
）
を
含
む
没
合
理
的
な
事
実
・
現
実
の
認
識
を
目
的
と
す
る
歴
史
学
が
自
然
科
学
に
よ
っ
て
は
決
し
て
代
替
で
き
な
い
こ
と
を
、
ジ
ン
メ
ル
は
よ
り
直
截
に
示
そ
う
と
す
る
わ
け
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
論
理
展
開
そ
れ
自
体
が
明
快
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
代
償
も
ま
た
膨
ら
ん
で
ゆ
く
。
第
一
に
、
こ
こ
で
は
自
然
科
学
が
法
則
科
学
に
縮
減
さ
れ
て
い
る
。
法
則
認
識
が
自
然
科
学
に
お
い
て
決
定
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
は
な
く
、
経
験
的
な
事
実
認
識
も
自
然
科
学
に
欠
か
せ
な
い
構
成
因
子
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
則
科
学
が
現
実
科
学
の
代
替
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
も
、
自
然
科
学
が
歴
史
学
の
代
替
に
は
な
ら
な
い
こ
と
の
十
分
な
証
明
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
ジ
ン
メ
ル
は
こ
こ
で
は
事
実
上
、
数
学
を
含
み
、
か
つ
数
学
を
理
想
と
す
る
よ
う
な
数
理
科
学
を
自
然
科
学
一
般
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
に
据
え
、
実
証
的
な
経
験
科
学
を
周
縁
化
さ
せ
る
合
理
主
義
的
な
科
学
概
念
に
完
全
に
偏
向
し
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
は
、
他
の
個
所
で
展
開
し
て
い
る
―
―
本
来
の
意
味
で
唯
一
実
在
的
な
究
極
の
最
小
体
の
確
定
と
そ
の
相
互
作
用
の
認
識
を
理
想
と
す
る
―
―
自
ら
の
（
自
然
）
科
学
概
念
を
完
全
に
忘
却
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
異
質
な
二
つ
の
自
然
科
学
概
念
（
実
証
主
義
的
な
も
の
と
過
度
に
合
理
主
義
的
な
も
の
）
を
―
―
何
ら
の
説
明
も
な
く
―
―
便
宜
的
に
使
い
分
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
第
三
に
、
ジ
ン
メ
ル
の
自
然
法
則
概
念
自
体
も
内
部
分
裂
し
て
い
る
。

プ
ラ
ン
ト
ン
主
義
と
揶
揄
さ
れ
る
〈
妥
当
性
〉
を
本
質
契
機
と
す
る
法
則
概
念
と
、

分
析
的
・
実
証
的
な
手
法
に
よ
っ
て
漸
次
的
に
確
定
さ
れ
、
原
子
論
お
よ
び
相
互
作
用
論
と
表
裏
一
体
と
な
っ
た
、
現
実
の
実
在
的
な
基
本
要
素
と
根
源
力
を
示
す
法
則
概
念
と
が
、
一
冊
の
著
書
の
中
で
反
転
図
形
の
様
子
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
則
認
識
と
歴
史
的
認
識
に
関
し
て
は
さ
ら
に
、
二
版
で
第
一
章
に
挿
入
さ
れ
た
第
二
節
「
法
則
性
と
個
性
」（ib.
233
―
）
が
言
及
に
値
す
る
。
す
で
に
本
稿
前
章
で
触
れ
た
、
歴
史
学
は
心
理
法
則
の
応
用
学
だ
と
い
う
主
張
に
伴
い
う
る
「
困
難
」
を
論
じ
る
箇
所
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
が
言
う
に
は
、
法
則
と
は
条
件
さ
え
整
え
ば
「
ど
の
よ
う
な
現
象
で
も
そ
の
個
性
と
は
全
く
無
関
係
に
」作
用
す
る
も
の
で
あ
り
、「
認
識
の
対
象
に
お
け
る
一
般
的
な
も
の
し
か
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」（ib.
233
）
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。「
し
か
し
、
歴
史
と
は
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
…
…
個
性
的
な
も
の
、
つ
ま
り
全
く
一
回
限
り
の
人
物
を
扱
う
」（ib.
233
）
の
で
あ
り
、「
歴
跡見学園女子大学文学部紀要 第５４号 ２０１９
58
Ｓｅｒｖｅｒ／跡見学園女子大学文学部　紀要／２０１９年　５４号／なかむら／縦組み／０４５‐０６８　ジンメルと　池田 2019.03.
史
的
個
人
を
普
遍
的
な
心
理
学
法
則
の
単
な
る
交
点
と
み
な
そ
う
と
す
る
」（ib.
234
）
の
は
誤
り
に
見
え
る
―
―
。
こ
の
〈
普
遍
法
則
と
個
性
・
一
回
性
の
和
解
し
が
た
い
対
立
〉
と
い
う
考
え
は
、
ま
さ
に
歴
史
学
派
や
新
カ
ン
ト
派
の
核
心
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
こ
の
こ
と
を
十
分
に
意
識
し
た
う
え
で
、
こ
の
対
立
の
解
消
を
図
る
。
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
―
―
新
カ
ン
ト
派
の
よ
う
に
―
―
こ
の
対
立
の
先
鋭
化
を
基
礎
に
し
た
方
式
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
こ
の
対
立
を
逆
に
相
対
化
す
る
方
式
に
よ
っ
て
独
自
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
の
存
在
理
由
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
自
然
法
則
は
自
ら
が
作
用
す
る
た
め
の
前
提
で
あ
る
物
質
の
存
在
を
法
則
自
体
か
ら
導
き
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
―
―
す
で
に
触
れ
た
―
―
法
則
の
根
本
的
制
約
を
心
の
現
象
に
も
当
て
は
め
、
ど
の
心
に
も
、
自
然
法
則
の
作
用
に
は
解
消
で
き
な
い
根
源
的
な
性
質
が
内
在
す
る
と
す
る
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
、「
こ
の
心
理
学
的
現
象
は
、
法
則
の
普
遍
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
個
人
に
お
い
て
も
異
な
り
う
る
」（ib.
235
）
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
。
法
則
の
「
現
実
的
な
ア
プ
リ
オ
リ
」
で
あ
る
「
純
粋
に
事
実
と
し
て
の
素
材
」（ib.
）、「
心
理
学
的
な
事
実
性
」
（ib.
236
）
が
法
則
作
用
の
「
い
わ
ば
選
択
、
組
み
合
わ
せ
、
程
度
、
様
態
」（ib.
235
）
を
決
定
し
、
心
の
現
象
の
個
性＝
多
様
性
・
差
異
性
を
保
証
す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
こ
の
よ
う
に
し
て
、
普
遍
法
則
と
事
実
的
な
素
材
と
い
う
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
存
在
の
考
察
は
「
心
理
的
法
則
の
効
果
を
歴
史
的
個
人
の
唯
一
性
と
調
和
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
」（ib.
）
こ
と
を
示
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
論
理
展
開
に
は
、
所
与
の
事
実
た
る
「
材
料
は
無
限
に
多
様
で
あ
る
」（ib.
）
と
い
う
伝
統
的
な
個
体
性
観
念
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
当
否
に
は
議
論
の
余
地
が
残
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
論
理
展
開
は
、
か
り
に
そ
れ
自
体
が
成
立
し
た
と
し
て
も
、
歴
史
的
な
唯
一
性
・
一
回
性
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
そ
れ
に
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
逆
に
唯
一
的
で
一
回
的
な
歴
史
的
生
起
の
本
質
規
定＝
歴
史
性
そ
の
も
の
を
素
通
り
し
て
い
る
と
い
う
難
点
を
抱
え
て
い
る
（cf.G
SG
1
5
:289
―
）。
リ
ッ
カ
ー
ト
は
『
限
界
』
二
版
の
脚
注
の
中
で
、
ジ
ン
メ
ル
が
『
歴
哲
』
二
版
で
は
初
版
と
は
異
な
り
自
著
と
同
じ
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
と
確
認
し
た
後
、『
歴
哲
』
の
上
記
の
「
困
難
」
に
関
す
る
記
述
を
挙
げ
、「
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
本
書
で
主
張
し
て
い
る
見
解
で
あ
り
、
他
の
思
想
家
た
ち
も
ま
た
、
ジ
ン
メ
ル
が
な
し
た
よ
う
に
、
歴
史
的
な
も
の
の
一
回
限
り
の
推
移
を
そ
れ
ぞ
れ
の
法
則
に
よ
っ
て
認
識
で
き
る
と
い
う
思
い
込
み
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
自
由
に
な
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
」（R
ickert
1913
:92FN
）
と
の
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
毒
を
含
ん
だ
ユ
ー
モ
ア
と
解
し
た
く
な
る
ほ
ど
の
見
事
な
誤
解
で
あ
る
。
リ
ッ
カ
ー
ト
が
「
ま
さ
に
本
書
で
主
張
し
て
い
る
見
解
」
こ
そ
、
ジ
ン
メ
ル
が
批
判
の
標
的
に
し
て
い
る
思
考
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
一
見
相
容
れ
な
い
よ
う
に
見
え
る
法
則
の
普
遍
的
作
用
と
歴
史
的
唯
一
性
と
が
実
際
に
は
十
分
に
両
立
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
リ
ッ
カ
ー
ト
は
ま
さ
に
そ
の
両
立
不
可
能
性
が
―
―
自
説
と
同
様
に
―
―
ジ
ン
メ
ル
の
見
解
で
あ
る
と
誤
読
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
別
の
文
脈
で
は
あ
る
が
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
も
ま
た
ジ
ン
メ
ル
が
『
歴
哲
』
二
版
で
リ
ッ
カ
ー
ト
の
観
点
に
近
づ
い
た
と
す
る
完
全
な
誤
診
（W
eber
1988
:92FN
）
を
下
し
て
い
る
。
中
期
の
ジ
ン
メ
ル
が
新
カ
ン
ト
派
の
立
場
に
接
近
し
た
と
す
る
全
く
見
当
違
い
の
評
価
が
ジ
ン
メ
ル
研
究
に
お
い
て
も
い
ま
だ
に
横
行
し
て
い
る
の
も
、
リ
ッ
カ
ー
ト
や
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
こ
う
し
た
皮
相
で
我
田
引
水
的
な
ジ
ン
メ
ル
理
解
に
対
す
る
無
批
判
的
ジンメルと人文社会科学方法論争（下）
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な
姿
勢
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
示
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
、
ジ
ン
メ
ル
は
『
歴
哲
』
二
版
で
リ
ッ
カ
ー
ト
と
は
異
質
な
思
考
を
ま
す
ま
す
鮮
明
に
打
ち
出
し
て
お
り
、
む
し
ろ
両
者
の
溝
は
一
段
と
拡
大
し
て
い
る
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
法
則
科
学
に
対
す
る
歴
史
学
の
独
自
性
と
対
等
性
を
強
調
す
る
文
脈
で
、
自
然
法
則
が
実
際
に
は
厳
密
法
則
で
は
な
く
反
復
事
実
の
現
象
記
述
に
す
ぎ
な
い
の
は
単
な
る
可
能
性
で
あ
る
の
に
対
し
、
歴
史
法
則
の
場
合
は
そ
れ
が
原
理
的
に
み
て
必
然
で
あ
る
と
し
、
両
法
則
の
間
に
は
「
ほ
と
ん
ど
見
通
せ
な
い
ほ
ど
の
道
の
り
」（G
1 351
;G
2 344
）
が
存
在
す
る
と
主
張
す
る
と
き
、
ジ
ン
メ
ル
は
法
則
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
の
性
格
・
課
題
を
ほ
と
ん
ど
重
視
し
て
い
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
実
際
、
新
カ
ン
ト
派
を
含
め
て
、
ジ
ン
メ
ル
の
歴
史
哲
学
に
対
す
る
評
価
は
こ
の
点
を
暗
黙
の
前
提
と
し
て
き
た
感
が
あ
る
。
そ
し
て
歴
史
法
則
が
全
体
法
則
で
は
な
く
特
殊
法
則
で
あ
り
、
厳
密
な
因
果
法
則
で
は
な
く
現
象
規
則
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
彼
の
主
張
の
み
を
前
面
に
押
し
出
し
て
き
た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
、
歴
史
学
が
自
然
科
学
と
は
異
な
る
〈
独
自
の
法
則
科
学
〉
と
し
て
の
性
格
と
課
題
を
も
ま
た
有
す
る
こ
と
を
、
ジ
ン
メ
ル
の
『
歴
哲
』（
特
に
二
版
）
が
提
示
し
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
た
の
だ
と
強
く
主
張
し
た
い
。
ま
ず
、
歴
史
哲
学
と
歴
史
学
の
関
係
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
見
解
の
新
規
性
・
独
自
性
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
当
時
、
歴
史
哲
学
か
ら
の
歴
史
学
あ
る
い
は
社
会
科
学
の
分
離
・
独
立
は
重
大
な
学
問
的
関
心
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
学
問
上
の
決
定
的
な
転
換
期
に
あ
た
り
ジ
ン
メ
ル
が
果
た
し
た
重
要
な
貢
献
は
次
の
よ
う
な
試
み
に
挑
戦
し
た
こ
と
で
あ
る
。

歴
史
哲
学
と
経
験
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
と
の
対
象
・
課
題
に
つ
い
て
の
固
有
領
域
を
画
定
し
、
こ
の
管
轄
権
域
の
相
互
不
可
侵
の
原
則
を
定
立
し
よ
う
と
し
た
。

こ
の
原
則
を
踏
ま
え
た
う
え
で
歴
史
哲
学
と
歴
史
学
の
相
互
関
係
を
明
確
に
再
定
義
し
よ
う
と
し
た
（G
1 366
―,
414
―;G
2 326
―,
355
―,
361
―,
393
―FN
）。
社
会
哲
学
と
社
会
科
学
（
社
会
学
）（G
SG
1
6
:84
―
）、
経
済
哲
学
と
経
済
学
（
貨
幣
論
）（G
SG
6
:9
）
の
関
係
に
つ
い
て
も


と
同
様
の
こ
と
を
試
み
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
ジ
ン
メ
ル
が
哲
学
と
人
文
社
会
科
学
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
再
定
式
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
を
そ
れ
は
物
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

歴
史
学
の
認
識
論
お
よ
び
歴
史
形
而
上
学
（
包
括
的
・
統
一
的
な
歴
史
連
関
像
と
歴
史
過
程
に
関
す
る
意
味
論
・
価
値
論
）
と
し
て
歴
史
哲
学
を
再
建
し
よ
う
と
試
み
た
。
依
然
と
し
て
歴
史
哲
学
と
歴
史
学
を
一
体
視
す
る
傾
向
が
根
強
く
存
在
す
る
一
方
で
、
歴
史
哲
学
を〈
形
而
上
学
的
思
考
の
残
滓
〉
と
し
て
貶
視
し
そ
の
学
問
的
な
価
値
を
疑
問
視
す
る
動
き
も
強
ま
る
中
で
、
そ
の
管
轄
範
囲
を
限
定
し
つ
つ
も
、
い
や
、
ま
さ
に
そ
れ
を
明
確
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ジ
ン
メ
ル
が
〈
実
証
的
科
学
の
時
代
〉
に
お
け
る
歴
史
哲
学
の
確
た
る
再
構
築
を
企
て
た
こ
と
は
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。『
歴
哲
』
二
版
に
お
い
て
、
―
―
そ
の
正
当
化
を
厳
密
科
学
に
よ
る
証
明
に
依
存
し
て
い
る
―
―
厳
密
科
学
に
対
す
る
「
先
駆
け
の
役
割
」（G
2 355
）
だ
け
で
な
く
、
固
有
の
哲
学
的
欲
求
に
根
差
し
、
重
要
性
と
正
当
性
の
基
準
を
完
全
に
自
己
内
部
に
内
蔵
す
る
「
世
界
の
形
而
上
学
的
解
釈
」
（ib.
356
）
と
い
う
独
自
意
義
を
歴
史
形
而
上
学
に
認
め
る
と
き
、
そ
の
立
て
直
し
に
対
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
志
向
が
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
も
ジ
ン
メ
ル
は
、（
事
実
上
、
自
然
科
学
と
同
一
視
さ
れ
た
）
経
験
科
学
と
形
而
上
学
と
を
峻
別
す
る
一
方
、
わ
れ
わ
れ
の
形
而
上
学
的
な
知
へ
の
根
強
い
欲
求
を
根
拠
に
し
て
形
而
上
学
の
再
建
を
図
っ
た
カ
ン
ト
の
基
本
思
想
を
歴
史
哲
学
に
お
い
て
継
承
・
発
展
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さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
言
え
る
。
で
は
、
歴
史
哲
学
と
歴
史
法
則
と
の
関
係
を
ジ
ン
メ
ル
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。『
歴
哲
』
初
版
で
は
、
歴
史
連
関
の
概
観
（
全
体
像
）
と
厳
密
な
認
識
に
向
け
た
方
法
的
指
針
機
能
と
い
う
二
つ
の
形
式
的
価
値
と
、
厳
密
認
識
内
容
の
部
分
的
先
取
り
と
い
う
実
質
的
価
値
を
歴
史
法
則
の
有
す
る
独
自
の
理
論
的
価
値
と
し
て
認
め
て
い
る
（G
1 372
―
）。
ジ
ン
メ
ル
が
強
調
す
る
の
は
、
特
定
の
「
法
則
」
の
「
相
対
的
な
正
当
性
」
を
「
絶
対
的
な
正
当
性
」
に
祭
り
上
げ
て
歴
史
法
則
を
「
構
成
的
法
則
」と
し
て
実
体
視
す
る
の
で
は
な
く
、そ
れ
を「
発
見
的
格
率
」（ib.
374
）、
「
統
制
的
原
理
」（ib.
379
）
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
独
断
主
義
的
・
絶
対
主
義
的
な
歴
史
法
則
観
を
根
本
的
に
相
対
化
・
方
法
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ジ
ン
メ
ル
は
い
ま
だ
「
暫
定
段
階
」（ib.
373
）
に
あ
る
旧
来
の
歴
史
哲
学
の
「
歴
史
法
則
の
相
対
的
価
値
」（ib.
379
）
を
正
当
化
で
き
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。『
歴
哲
』
二
版
で
は
、
右
に
触
れ
た
歴
史
形
而
上
学
の
も
つ
二
つ
の
独
自
意
義
に
対
応
し
た
「
歴
史
法
則
の
二
つ
の
様
態
」
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
厳
密
に
認
識
さ
れ
る
自
然
法
則
的
な
連
関
の
先
取
り
と
準
備
」
お
よ
び
「
秩
序
、
概
念
へ
の
転
換
、
総
合
的
統
一
に
対
す
る
全
く
自
立
的
な
欲
求
に
由
来
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
基
づ
く
、
歴
史
的
与
件
か
ら
一
つ
の
世
界
を
構
築
す
る
」（G
2 :357
）
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
形
而
上
学
的
な
歴
史
法
則
に
対
す
る
独
自
の
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
歴
史
哲
学
に
お
け
る
歴
史
法
則
の
正
当
性
は
否
定
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
―
―
も
ち
ろ
ん
一
定
の
制
限
と
再
定
義
を
付
し
て
で
は
あ
る
が
―
―
ま
す
ま
す
前
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
経
験
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
に
お
け
る
歴
史
法
則
に
関
し
て
は
ど
う
か
。
（
１
）
ま
ず
、
現
実
認
識
に
対
す
る
法
則
認
識
の
制
約
関
係
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
記
述
（ib.
342
―
）
が
注
目
に
値
す
る
。
歴
史
学
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
「
歴
史
内
容
」
が
歴
史
的
現
実
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
現
象
事
象
と
し
て
成
立
可
能
で
あ
る
こ
と
が
法
則
に
よ
っ
て
示
さ
れ
、
法
則
連
関
の
内
部
で
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
ジ
ン
メ
ル
は
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
法
則
認
識
が
歴
史
的
現
実
の
認
識
に
対
す
る
必
要
不
可
欠
な
条
件
を
な
し
て
い
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
考
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
（
２
）
個
人
心
理
学
の
法
則
か
ら
歴
史
過
程＝
集
合
現
象
を
説
明
で
き
な
い
と
主
張
す
る
『
歴
哲
』
二
版
の
文
脈
（G
2 :322
―
）
で
ジ
ン
メ
ル
は
次
の
よ
う
な
思
考
を
展
開
す
る
。
す
な
わ
ち
、
究
極
の
最
小
体
が
「
仮
構
の
形
成
物
」、「
補
助
構
成
物
」
に
す
ぎ
な
い
と
相
対
化
す
る
と
同
時
に
、
事
実
上
、
世
界
の
多
層
（
多
元
）
構
造
の
考
え
を
持
ち
だ
し
て
、
あ
る
次
元
で
の
形
象
が
諸
要
素
の
複
合
体
な
の
か
、
そ
れ
と
も
基
本
的
統
一
体（
基
本
単
位
体
）な
の
か
は
存
在
論
的
に
は
相
対
的
な
区
別
で
あ
り
、
結
局
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
領
域
の
特
殊
な
欲
求
」
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、「
歴
史
へ
の
認
識
関
心
」、「
歴
史
学
の
認
識
目
的
」
に
即
し
て
社
会
的
・
歴
史
的
な
複
合
体
を
歴
史
の
基
本
的
統
一
体＝
基
本
単
位
体
と
見
な
し
て
か
ま
わ
な
い
し
、
そ
の
発
展
に
か
か
わ
る
「
歴
史
法
則
の
不
可
能
性
」
を
導
き
出
す
理
由
は
存
在
し
な
い
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
（ib.
323
）。
ジ
ン
メ
ル
は
こ
こ
で
、
単
純
な
究
極
要
素
還
元
論
と
結
び
つ
い
た
自
然
主
義
的
・
実
証
主
義
的
な
統
一
的
自
然
像
や
〈
統
一
科
学
〉
構
想
を
退
け
る
一
方
で
、
独
自
の
歴
史
的
な
次
元
・
連
関
と
歴
史
的
認
識
へ
の
独
自
の
関
心
に
対
応
す
る
固
有
の
歴
史
法
則
の
可
能
性
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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（
３
）
最
後
に
注
目
し
た
い
の
が
や
は
り
二
版
に
お
け
る
―
―
初
版
の
該
当
記
述
を
大
幅
に
拡
充
し
た
―
―
歴
史
的
な
「
類
型
」、「
高
次
概
念
」、「
数
量
連
関
」（
統
計
法
則
）
に
関
す
る
（
い
さ
さ
か
乱
雑
な
）
論
述
（ib.
344
―
）
で
あ
る
。
類
型
論
と
統
計
法
則
論
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
歴
史
的
「
概
念
」
論
の
検
討
に
限
定
す
る
。
ジ
ン
メ
ル
が
こ
こ
で
歴
史
的
「
概
念
」
な
い
し
「
高
次
概
念
」
と
呼
ぶ
も
の
は
、「
概
念
的
に
表
現
し
う
る
﹇
個
々
の
基
礎
的
要
因
と
力
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
﹈
全
体
現
象
に
従
っ
て
把
握
さ
れ
た
歴
史
的
・
具
体
的
な
生
起
と
そ
の
規
則
」
（ib.
347
）、
つ
ま
り
特
殊
法
則
・
現
象
規
則
と
い
う
特
質
を
有
し
、
分
化
法
則
を
典
型
例
と
す
る
歴
史
法
則
の
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
具
体
例
に
は
「
分
化
と
統
合
、
社
会
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
緊
張
と
解
消
、
階
層
構
想
、
社
会
的
感
染
、
集
団
の
生
の
過
程
の
促
進
な
い
し
停
滞
」（ib.
）が
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
政
治
の
衰
退
と
学
芸
の
興
隆
、
世
界
観
・
流
行
・
政
治
動
向
な
ど
に
お
け
る
テ
ン
ポ
の
促
進
と
中
産
階
層
の
経
済
的
優
勢
と
の
関
連
と
い
っ
た
概
念
間
の
「
結
び
つ
き
」
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
る
（ib.
348
）。
個
別
事
例
か
ら
判
断
す
る
と
、
歴
史
的
な
「
高
次
概
念
」
と
そ
の
「
結
び
つ
き
」
と
は
概
ね
、
歴
史
過
程
に
内
在
的
で
あ
る
と
同
時
に
歴
史
通
時
的
な
、
社
会
過
程
の
一
般
的
傾
向
や
社
会
領
域
間
の
相
関
性
な
い
し
社
会
構
成
に
関
す
る
一
般
的
規
則
性
を
意
味
し
て
い
る
と
解
し
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
重
要
な
点
は
、
こ
う
し
た
歴
史
的
概
念＝
法
則
が
（
リ
ッ
カ
ー
ト
の
い
う
〈
一
般
化
方
法
〉
に
よ
る
）「
一
次
資
料
の
共
通
点
を
表
す
全
く
の
一
般
概
念
」
で
も
（
歴
史
形
而
上
学
に
見
ら
れ
る
）「
一
次
資
料
と
何
ら
の
内
容
的
関
係
を
も
た
な
い
全
く
の
シ
ン
ボ
ル
」
で
も
な
く
、
種
々
の
歴
史
的
要
因
を
ひ
と
つ
の
統
一
的
な
全
体
現
象
と
し
て
把
捉
し
そ
の
規
則
的
連
関
を
捉
え
た
も
の
、（
歴
史
学
に
し
か
見
ら
れ
な
い
）「
積
極
的
な
新
し
い
概
念
世
界
」
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
と
ジ
ン
メ
ル
が
理
解
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る（ib.
347
）。
そ
し
て
こ
こ
で
も
、
個
々
の
現
実
系
列
の
記
述
で
は
充
足
さ
れ
な
い
、
規
則
的
な
歴
史
連
関
へ
の
「
認
識
の
特
殊
な
欲
求
」
が
強
調
さ
れ
、
こ
の
欲
求
が
基
礎
と
な
っ
て
歴
史
的
現
実
に
対
す
る
「
新
た
な
距
離
」、
さ
ら
に
は
概
念
構
築
の
独
自
「
様
式
」
と
独
自
の
真
理
基
準
が
生
み
出
さ
れ
る
と
ジ
ン
メ
ル
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
（ib.
348
）。
こ
こ
で
の
要
点
は
、
因
果
律
を
示
す
厳
密
な
法
則
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
、（
リ
ッ
カ
ー
ト
の
場
合
の
よ
う
に
）
歴
史
法
則
が
成
立
し
な
い
こ
と
の
消
極
的
な
根
拠
と
な
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
歴
史
法
則
が
独
自
の
性
質
と
意
義
を
も
っ
て
成
立
す
る
こ
と
の
積
極
的
な
根
拠
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。歴
史
学
に
は
一
方
に
お
い
て
、
単
な
る
一
回
的
で
個
別
的
な
歴
史
的
出
来
事
の
系
列
の
叙
述
、
あ
る
い
は
〈
理
解
〉
や
〈
解
釈
〉
の
手
法
に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る
歴
史
的
生
起
の
認
識
に
尽
き
な
い
、
そ
れ
と
対
等
で
固
有
の
課
題
、
つ
ま
り
特
殊
法
則
・
現
象
規
則
と
し
て
の
歴
史
法
則
の
提
示
と
い
う
課
題
も
あ
る
こ
と
を
ジ
ン
メ
ル
は
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
。
同
時
に
ま
た
、
歴
史
学
に
は
一
定
の
〈
一
般
化
方
法
〉
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
歴
史
学
に
特
有
の
課
題
と
意
義
を
確
保
で
き
る
こ
と
、
一
定
の
〈
一
般
化
方
法
〉
の
活
用
が
必
ず
し
も
歴
史
学
の
独
自
性
と
正
当
性
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
い
や
む
し
ろ
、
自
然
科
学
に
は
見
ら
れ
な
い
歴
史
学
に
固
有
の〈
一
般
化
方
法
〉が
成
立
す
る
こ
と
を
積
極
的
に
示
そ
う
と
す
る
。
そ
れ
は
す
べ
て
、（
原
子
論
的
・
分
析
的
手
法
に
よ
っ
て
自
然
科
学
的
法
則
に
解
消
で
き
な
い
）
歴
史
的
現
実
に
固
有
の
連
関
・
規
則
性
を
定
立
し
、
そ
れ
を
基
礎
に
歴
史
的
現
実
を
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
自
然
科
学
的
な
法
則
科
学
と
対
等
な
存
在
意
義
を
有
す
る
〈
独
自
の
一
跡見学園女子大学文学部紀要 第５４号 ２０１９
62
Ｓｅｒｖｅｒ／跡見学園女子大学文学部　紀要／２０１９年　５４号／なかむら／縦組み／０４５‐０６８　ジンメルと　池田 2019.03.
般
化
科
学
・
法
則
科
学
〉
と
い
う
歴
史
学
の
一
面
を
正
当
化
す
る
試
み
で
あ
る
と
言
え
る
（
８
）
。
こ
こ
に
は
当
然
、
個
性
記
述
と
法
則
定
立
、
個
性
化
方
法
と
一
般
化
方
法
と
い
っ
た
、
新
カ
ン
ト
派
に
見
ら
れ
る
単
純
な
二
項
対
立
図
式
に
よ
っ
て
は
歴
史
学
の
独
自
性
を
十
分
に
把
握
し
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
認
識
が
働
い
て
い
る
。
注
目
し
た
い
の
が
、
テ
ン
ニ
ー
ス
・
リ
ッ
カ
ー
ト
論
争
（
一
九
〇
二
年
）（Tönnies
1902,
R
ickert
1902
）
に
対
し
て
ジ
ン
メ
ル
が
取
っ
た
態
度
で
あ
る
。
リ
ッ
カ
ー
ト
か
ら
送
呈
さ
れ
た
テ
ン
ニ
ー
ス
へ
の
反
論
に
対
す
る
返
信
（
一
九
〇
二
年
六
月
二
日
付
）
の
中
で
ジ
ン
メ
ル
は
、「
論
点
そ
の
も
の
に
つ
い
て
で
す
が
、
さ
っ
と
目
を
通
し
た
限
り
で
は
ま
だ
何
も
言
え
ま
せ
ん
」（G
SG
2
2
:421
）
と
冷
淡
か
つ
曖
昧
に
返
答
し
て
い
る
。
リ
ッ
カ
ー
ト
が
こ
の
文
面
に
い
た
く
失
望
し
、
か
つ
憤
慨
し
た
こ
と
は
翌
月
の
ラ
ス
ク
宛
の
書
簡
か
ら
読
み
取
れ
る
（ib.
422
）。
テ
ン
ニ
ー
ス
に
反
撃
す
る
た
め
に
ジ
ン
メ
ル
の
『
歴
哲
』
の
一
節
を
長
々
と
引
用
し
た
こ
と
も
あ
り
（R
ickert
1902
:146
―
）、
リ
ッ
カ
ー
ト
に
し
て
み
れ
ば
、
ジ
ン
メ
ル
は
当
然
、
自
分
の
立
場
を
支
持
し
て
く
れ
る
も
の
と
決
め
込
ん
で
い
た
の
が
完
全
に
裏
切
ら
れ
た
思
い
が
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ジ
ン
メ
ル
の
文
面
は
何
に
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
哲
学
と
歴
史
学
・
社
会
学
、
歴
史
法
則
と
全
体
法
則（
発
展
段
階
法
則
）、
事
実
記
述
・
説
明
と
価
値
定
立
・
判
断
と
を
一
体
視
し
、
個
人
的
に
も
ジ
ン
メ
ル
を
目
の
敵
に
す
る
テ
ン
ニ
ー
ス
に
対
し
て
ジ
ン
メ
ル
が
共
感
し
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
。
ジ
ン
メ
ル
が
リ
ッ
カ
ー
ト
へ
の
支
持
を
差
控
え
た
理
由
の
一
つ
は
、
お
そ
ら
く
社
会
学
に
対
す
る
リ
ッ
カ
ー
ト
の
評
価
で
あ
ろ
う
。
本
稿
（
上
）
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、『
限
界
』
第
二
巻
へ
の
感
想
（
一
九
〇
二
年
二
月
付
書
簡
）
の
中
で
、
ジ
ン
メ
ル
は
自
分
の
提
示
し
た
新
し
い
社
会
学
構
想
が
同
著
の
中
で
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
（G
SG
2
2
:409
）。
し
か
し
こ
の
注
意
喚
起
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ
ッ
カ
ー
ト
は
テ
ン
ニ
ー
ス
へ
の
反
論
の
中
で
、
社
会
学
概
念
を
コ
ン
ト
／
テ
ン
ニ
ー
ス
流
の
も
の
に
限
定
し
た
う
え
で
、
自
然
科
学
的
手
法
を
用
い
た
「
普
遍
概
念
の
体
系
と
し
て
、
あ
る
い
は
社
会
的
な
生
の
自
然
科
学
的
叙
述
と
し
て
」（R
ickert
1902
:154
―
）
規
定
し
、
新
し
い
独
自
科
学
と
し
て
の
社
会
学
の
正
当
性
を
否
定
し
て
い
る
。
つ
ま
り
新
規
の
社
会
学
構
築
に
関
す
る
ジ
ン
メ
ル
の
努
力
を
依
然
と
し
て
完
全
に
黙
殺
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
本
稿
（
上
）
で
触
れ
た
よ
う
に
、『
社
会
学
』（
一
九
〇
七
年
）
の
中
で
ジ
ン
メ
ル
は
、
自
己
の
社
会
学
が
〈
法
則
科
学
か
歴
史
科
学
か
〉
の
二
者
択
一
を
超
え
た
独
自
の
科
学
分
野
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
が
（G
SG
1
1
:26
）、
そ
れ
に
は
ま
た
リ
ッ
カ
ー
ト
の
社
会
学
理
解
に
対
す
る
反
発
や
、
自
ら
の
社
会
学
構
想
を
一
貫
し
て
蔑
ろ
に
す
る
リ
ッ
カ
ー
ト
へ
の
反
感
も
こ
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ジ
ン
メ
ル
の
文
面
を
曖
昧
に
さ
せ
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
リ
ッ
カ
ー
ト
の
所
論
に
目
を
通
す
中
で
、
ま
さ
に
こ
の
〈
一
般
化
方
法
の
自
然＝
法
則
科
学
〉
と
〈
個
性
化
方
法
の
歴
史
学
〉
の
単
純
な
二
項
対
立
思
考
の
一
面
性
と
狭
隘
性
を
ジ
ン
メ
ル
が
ま
す
ま
す
強
く
意
識
す
る
に
至
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
歴
史
的
規
則
性
な
ど
の
可
能
性
を
排
除
し
て
自
然
法
則
に
限
定
す
る
一
元
的
な
法
則
概
念
、
さ
ら
に
歴
史
的
認
識
に
特
有
の
一
般
概
念
を
容
認
せ
ず
個
別
の
共
通
規
定
に
縮
減
さ
れ
た
自
然
科
学
的
概
念
に
限
定
す
る
一
元
的
な
普
遍
概
念
の
展
開
（R
ickert
1902
:155
―
）
に
対
し
て
ジ
ン
メ
は
違
和
感
を
強
め
た
と
推
測
で
き
る
。
既
述
の
『
歴
哲
』
二
版
の
ジンメルと人文社会科学方法論争（下）
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歴
史
法
則
論
に
、
こ
の
違
和
感
が
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
と
み
る
の
は
穿
ち
す
ぎ
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
す
で
に
触
れ
た
一
九
〇
四
年
末
の
リ
ッ
カ
ー
ト
宛
書
簡
の
中
で
ジ
ン
メ
ル
は
、
歴
史
的
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
な
ど
と
と
も
に
ま
さ
に
類
型
・
概
念
・
数
量
連
関
を
扱
っ
た
個
所
を
要
所
と
し
て
挙
げ
て
い
る
（G
SG
2
2
:504
）。
あ
る
い
は
、
こ
の
違
和
感
を
明
確
な
対
立
意
識
に
ま
で
先
鋭
化
さ
せ
た
の
が
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
編
集
の
ク
ー
ノ
ー
・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
記
念
論
文
集（
一
九
〇
四
年
）
に
収
録
さ
れ
た
長
文
の
論
考
「
歴
史
哲
学
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
第
二
節
「
歴
史
的
生
の
諸
原
理
」
の
中
で
、「
経
験
的
歴
史
学
と
法
則
科
学
と
が
互
い
に
排
除
し
あ
う
以
上
、〈
歴
史
法
則
〉
は
形
容
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
…
…
」
（R
ickert
1907
:372
）、「
…
…
歴
史
哲
学
に
と
っ
て
、
歴
史
的
世
界
の
原
理
と
し
て
の
法
則
と
い
う
概
念
は
、
経
験
的
な
歴
史
学
の
目
標
と
し
て
の
歴
史
法
則
と
い
う
概
念
と
同
様
に
、
論
理
的
に
不
合
理
な
の
で
あ
る
」（ib.
378
）、「
法
則
科
学
と
し
て
の
社
会
学
は
…
…
因
果
連
関
の
研
究
に
お
い
て
歴
史
学
に
補
助
概
念
を
提
供
で
き
て
も
、
決
し
て
歴
史
哲
学
に
と
っ
て
代
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（ib.
378
―
）
と
い
っ
た
定
式
が
次
々
と
展
開
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
叙
述
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
が
テ
ン
ニ
ー
ス
に
対
す
る
か
の
反
駁
論
文
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
は
容
易
に
判
断
で
き
る
。『
歴
哲
』
二
版
に
お
け
る
〈
自
然
法
則
と
は
異
な
る
独
自
法
則
と
し
て
の
歴
史
法
則
〉
な
ら
び
に
〈
自
然
科
学
と
は
異
な
る
独
自
の
法
則
科
学
と
し
て
の
歴
史
学
〉
の
可
能
性
と
い
う
主
張
、
さ
ら
に
は
〈
法
則
科
学
か
歴
史
学
か
〉
と
い
う
二
項
対
立
図
式
を
超
え
た
社
会
学
構
想
は
や
は
り
、
リ
ッ
カ
ー
ト
の
硬
直
し
た
二
者
択
一
論
に
対
し
て
意
識
的
に
設
定
さ
れ
た
ジ
ン
メ
ル
の
反
定
立
と
い
う
性
格
を
も
ま
た
強
く
も
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ジ
ン
メ
ル
と
リ
ッ
カ
ー
ト
の
間
に
お
け
る
こ
の
い
さ
さ
か
隠
微
で
屈
曲
し
た
思
想
の
相
互
作
用
は
、
ジ
ン
メ
ル
の
『
歴
哲
』
も
『
社
会
学
』
も
、
顕
在
的
か
暗
黙
的
か
を
問
わ
ず
、
や
は
り
当
時
の
人
文
社
会
学
論
争
の
一
環
を
形
成
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
〈
独
自
法
則
と
し
て
の
歴
史
法
則
〉
の
概
念
が
ヴ
ン
ト
な
ど
の
心
理
学
的
な
歴
史
法
則
概
念
と
一
線
を
画
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
払
い
た
い
。
ヴ
ン
ト
は
歴
史
法
則
の
可
能
性
を
「
普
遍
法
則
」
と
し
て
は
否
定
す
る
も
の
の
、「
経
験
法
則
」
と
し
て
は
認
め
る
（W
undt
1921
:378
―,396
―
）。
し
か
し
そ
の
歴
史
法
則
は
「
歴
史
的
発
展
の
特
殊
的
な
条
件
へ
の
普
遍
的
な
心
理
学
的
原
理
の
応
用
」
（ib.
399
）
で
し
か
な
い
と
主
張
し
、
ジ
ン
メ
ル
の
件
の
見
地
と
は
異
な
り
、
歴
史
法
則
の
本
質
規
定
に
対
す
る
歴
史
的
性
格
の
固
有
性
そ
れ
自
体
が
も
つ
意
義
を
さ
ほ
ど
重
視
し
な
い
の
で
あ
る
。
歴
史
法
則
に
関
し
て
ヴ
ン
ト
の
〈
心
理
学
中
心
主
義
〉
に
一
定
の
距
離
を
と
る
こ
の
ジ
ン
メ
ル
の
態
度
に
注
目
す
る
と
き
、こ
の
態
度
が『
歴
哲
』
第
一
章
に
見
ら
れ
る
ジ
ン
メ
ル
自
身
の
〈
心
理
学
主
義
〉
に
対
す
る
一
定
の
相
対
化
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
浮
き
上
が
り
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。さ
い
ご
に
本
稿
（
下
）
で
は
次
の
論
点
を
強
調
し
た
。

当
時
、
自
然
科
学
と
歴
史
学
と
の
関
係
、
と
り
わ
け
自
然
科
学
の
対
象
・
方
法
に
対
し
て
歴
史
学
の
対
象
・
方
法
が
有
す
る
独
自
性
を
め
ぐ
る
問
題
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
対
抗
軸
が
存
在
し
て
い
た
が
（
９
）
、
ジ
ン
メ
ル
は
こ
う
し
た
対
抗
軸
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
独
自
の
ス
タ
ン
跡見学園女子大学文学部紀要 第５４号 ２０１９
64
Ｓｅｒｖｅｒ／跡見学園女子大学文学部　紀要／２０１９年　５４号／なかむら／縦組み／０４５‐０６８　ジンメルと　池田 2019.03.
ス
を
維
持
し
て
い
た
。

こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
彼
の
考
察
は
、
他
の
同
時
代
人
の
議
論
に
比
べ
て
も
際
立
っ
て
多
様
な
問
題
脈
絡
に
お
い
て
き
わ
め
て
複
眼
的
・
複
合
的
な
観
点
か
ら
展
開
さ
れ
た
。『
歴
哲
』
は
、
歴
史
学
派
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
か
ら
は
新
カ
ン
ト
派
に
近
い
労
作
と
し
て
評
価
を
受
け
る
一
方
で
、
統
一
科
学
派
の
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
に
は
心
理
主
義
的
傾
向
を
批
判
さ
れ
つ
つ
も
全
体
と
し
て
は
方
法
的
一
元
論
の
逸
品
と
し
て
賞
賛
さ
れ
る
（E
ulenburg
1909
:171
―
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
互
い
に
相
容
れ
な
い
評
価
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
余
地
が
―
―
叙
述
の
粗
雑
さ
や
非
体
系
性
の
問
題
以
外
に
も
―
―
ジ
ン
メ
ル
の
歴
史
哲
学
の
基
本
的
構
造
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
歴
史
的
唯
一
性
の
解
釈
学
と
歴
史
的
規
則
性
の
法
則
科
学
と
い
う
両
面
を
も
ち
、
単
純
な
二
項
対
立
思
考
の
目
に
は
、
各
自
の
自
説
に
都
合
の
よ
い
視
点
の
置
き
方
に
よ
り
こ
の
両
面
の
い
ず
れ
に
も
映
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
基
本
構
造
に
配
慮
を
欠
い
た
偏
頗
な
一
面
観
は
し
か
し
、
現
在
も
な
お
『
歴
哲
』
解
釈
の
大
勢
を
占
め
て
い
る
（Steilen
2018
）
と
言
え
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
晩
年
に
『
歴
哲
』
の
新
版
を
企
画
し
、
そ
の
た
め
の
準
備
論
考
も
い
く
つ
か
発
表
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
全
く
論
究
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
検
討
は
、
や
は
り
本
稿
で
は
論
究
の
で
き
な
か
っ
た
（『
歴
哲
』
第
三
章
に
か
か
わ
る
）
意
味
論
・
価
値
論
の
考
察
と
と
も
に
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
、
展
開
さ
れ
た
人
文
社
会
科
学
の
方
法
論
争
の
全
体
像
を
描
き
出
し
、
そ
の
中
で
ジ
ン
メ
ル
の
理
論
的
貢
献
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
も
、
ま
だ
残
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
生
き
た
時
代
は
〈
大
い
な
る
転
換
の
時
代
〉
で
あ
り
、
人
文
社
会
科
学
の
内
部
で
も
互
い
に
深
く
連
動
す
る
い
く
つ
も
の
重
大
な
転
換
が
起
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

哲
学
と
経
験
的
個
別
科
学
、
歴
史
・
社
会
哲
学
と
歴
史
・
社
会
科
学
、

歴
史
学
と
社
会
科
学
、

包
括
的
社
会（
科
）学
と
個
別
的
・
専
門
的
社
会
科
学
、

価
値
定
立
・
判
断
と
事
実
認
識
、

価
値
・
規
範（
科
）学
と
事
実
・
法
則
科
学
、
	
応
用
科
学
と
純
粋
理
論
、
社
会
政
策
と
社
会
理
論
と
が
相
互
に
分
離
し
相
対
的
に
自
立
化
す
る
と
い
う
現
象
が
起
き
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
い
ず
れ
の
転
換
課
題
に
対
し
て
も
ジ
ン
メ
ル
の
思
想
的
・
理
論
的
な
営
為
が
一
定
の
関
与
と
貢
献
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
の
一
環
で
あ
り
、
そ
の
下
準
備
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
な
い
。
注（１
）
こ
の
点
で
、
若
き
ジ
ン
メ
ル
が
民
族
心
理
学
の
雑
誌
に
発
表
し
た
「
ダ
ン
テ
の
心
理
学
」
（
一
八
八
四
年
）
の
中
で
「
歴
史
の
心
理
学
」（G
SG
1
:91,96
）
の
構
想
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
よ
い
。
ま
た
、
編
者
に
よ
っ
て
「
あ
る
序
文
の
断
片
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
執
筆
時
期
不
詳
の
原
稿
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。「
私
は
認
識
論
と
カ
ン
ト
学
の
勉
強
か
ら
始
め
た
が
、
こ
れ
と
並
行
し
て
歴
史
学
と
社
会
科
学
の
勉
強
を
し
た
。
そ
の
最
初
の
成
果
が
﹇『
歴
史
学
の
哲
学
的
諸
問
題
』
で
展
開
さ
れ
た
﹈
根
本
モ
チ
ー
フ
、
す
な
わ
ち
〈
自
然
〉
と
い
う
も
の
が
悟
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る
、
感
覚
的
に
与
え
ら
れ
た
も
の
の
構
成
を
意
味
す
る
の
と
全
く
同
じ
よ
う
に
、〈
歴
史
〉
も
学
問
を
形
成
す
る
精
神
の
ア
プ
リ
オ
リ
に
よ
る
、
体
験
さ
れ
る
し
か
な
い
直
接
的
な
生
起
の
構
成
を
意
味
す
る
と
い
う
根
本
モ
チ
ー
フ
で
あ
っ
た
」（G
SG
2
0
:304
）。
い
さ
さ
か
事
後
的
な
再
構
成
が
過
ぎ
た
感
の
あ
る
回
顧
で
は
あ
る
が
（K
öhnke
1996
:149
―
）、
当
時
の
歴
史
学
へ
の
構
成
主
義
の
適
用
・
拡
大
、
あ
る
い
は
ア
プ
リ
オ
主
義
と
解
釈
学
と
の
結
合
を
試
み
る
う
え
で
の
個
人
史
的
な
背
景
が
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
ご
く
初
期
に
お
け
る
歴
史
学
、
心
理
学
、
カ
ン
ト
哲
学
へ
の
並
行
的
・
多
岐
的
関
与
が
『
歴
哲
』
の
理
論
展
開
の
多
元
性
や
錯
綜
性
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
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（
２
）
こ
の
点
は
、
お
そ
ら
く
ヴ
ン
ト
の
影
響
も
ま
た
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
（
３
）
ジ
ン
メ
ル
の
理
解
概
念
一
般
に
関
し
て
は
廳
（２００４
）
の
論
考
が
必
読
で
あ
る
。
（
４
）
例
え
ば
、
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
は
、「
わ
れ
わ
れ
の
認
識
に
と
っ
て
は
、
人
間
の
歴
史
的
活
動
は
本
質
的
に
、
行
為
の
原
因
と
し
て
の
特
殊
な
目
的
、
つ
ま
り
一
定
の
結
果
の
観
念
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
個
人
の
意
志
行
為
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」（B
ernheim
2015
:133
―
）
と
述
べ
、
こ
の
捉
え
方
が
自
然
科
学
的
認
識
か
ら
歴
史
的
認
識
を
区
別
す
る
指
標
だ
と
す
る
。
そ
し
て
リ
ッ
カ
ー
ト
、
ヴ
ン
ト
、
キ
ス
タ
コ
フ
ス
キ
イ
、
ゴ
ト
ル
な
ど
を
参
照
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
ベ
ル
ン
ハ
イ
ム
は
比
較
的
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
見
解
の
持
ち
主
だ
が
、
こ
の
点
な
ど
で
は
や
は
り
（
新
）
歴
史
学
派
へ
の
帰
属
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
（
５
）
し
か
し
、
こ
の
場
合
の
集
合
行
為
と
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
直
接
的
な
大
衆
・
群
衆
行
動
で
あ
り
、
社
会
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
を
紡
ぎ
な
が
ら
自
分
が
何
を
紡
い
で
い
る
の
か
を
知
ら
な
い
機
織
の
比
喩
（G
1 316
;G
2 252
）
で
問
題
と
な
る
よ
う
な
―
―
そ
し
て
ウ
ェ
ー
バ
ー
的
な
問
題
意
識
の
焦
点
と
な
る
こ
と
の
な
い
―
―
、
直
接
的
な
個
別
過
程
と
社
会
的
・
歴
史
的
な
過
程
全
体
の
二
つ
の
次
元
を
同
時
構
成
す
る
相
互
行
為
で
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
他
（G
2 :253,258
）
の
叙
述
も
十
分
に
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
（
６
）
ジ
ン
メ
ル
は
こ
れ
と
類
似
・
並
行
す
る
議
論
を
社
会
学
の
諸
論
考
（G
SG
1
:391
―;2
:
125
―,129
―;5
:37,51,60
u.a.
）
で
も
展
開
し
て
い
る
が
、
そ
の
比
較
考
証
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
（
７
）そ
も
そ
も
リ
ッ
カ
ー
ト
は
、
認
識
の
対
象
自
体
が
一
定
の
価
値
を
帯
び
て
い
る
こ
と
と
、
対
象
に
つ
い
て
の
認
識
自
体
が
理
論
的
価
値
を
有
し
て
い
る
こ
と
と
を
し
ば
し
ば
混
同
し
て
い
る
節
が
あ
る
。
自
然
科
学
の
対
象
自
体
は
―
―
世
紀
転
換
期
の
「
価
値
圏
」
に
お
い
て
は
―
―
直
接
的
に
は
価
値
物
と
は
見
な
さ
れ
な
い
が
、
歴
史
学
の
対
象
自
体
は
―
―
そ
の
対
象
が
現
実
に
成
立
し
て
い
た
時
代
の
価
値
圏
を
含
め
た
様
々
な
価
値
圏
に
依
存
し
て
―
―
価
値
物
と
見
な
さ
れ
う
る
の
に
対
し
、
認
識
自
体
に
対
し
て
は
自
然
科
学
で
も
歴
史
学
で
も
、
あ
る
一
定
の
、
し
か
し
異
な
る
種
類
と
程
度
の
理
論
的
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
学
問
分
野
、
い
や
そ
も
そ
も
知
の
種
類
や
区
分
を
問
わ
ず
、
一
定
の
知
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る
認
識
の
み
が
有
意
味
な
知
と
し
て
成
立
し
う
る
の
で
あ
る
。
新
カ
ン
ト
派
哲
学
は
価
値
哲
学
を
真
髄
に
す
る
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
最
大
の
弱
点
は
ま
さ
に
価
値
論
そ
の
も
の
に
あ
る
。
（
８
）
な
お
、
歴
史
学
に
お
け
る
歴
史
法
則
、
歴
史
哲
学
に
お
け
る
歴
史
法
則
、
社
会
学
に
お
け
る
社
会
法
則
の
間
の
相
違
と
関
連
に
つ
い
て
ジ
ン
メ
ル
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の
か
、
不
分
明
な
点
が
残
る
。
例
え
ば
、
件
の
歴
史
的
な
類
型
・
分
化
法
則
・
統
計
法
則
を
「
自
然
科
学
的
な
法
則
概
念
を
目
指
す
よ
う
な
歴
史
法
則
と
並
ぶ
特
殊
な
認
識
形
式
を
歴
史
的
素
材
に
与
え
る
連
関
」（G
2 :354
―
傍
点
原
著
者
）
と
ジ
ン
メ
ル
が
呼
ぶ
と
き
、「
自
然
科
学
的
な
〜
歴
史
法
則
」
を
歴
史
哲
学
で
（
あ
く
ま
で
も
発
見
的
・
統
制
的
視
点
か
ら
だ
が
）
追
究
さ
れ
る
べ
き
歴
史
法
則
と
解
せ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
れ
で
一
応
の
条
理
は
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ジ
ン
メ
ル
は
分
化
法
則
を
時
に
は
歴
史
哲
学
に
お
け
る
歴
史
法
則
の
一
例
と
し
て
も
、
ま
た
時
に
は
社
会
法
則
の
一
例
と
し
て
も
扱
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
何
よ
り
も
、
そ
れ
が
ジ
ン
メ
ル
社
会
学
に
お
け
る
中
軸
的
な
社
会
法
則
（
規
則
）
で
あ
る
こ
と
も
考
慮
す
る
と
、
な
お
検
討
す
べ
き
問
題
は
多
々
あ
る
と
言
え
る
。
（
９
）
人
文
・
社
会
科
学
論
争
に
お
け
る
重
要
な
対
抗
軸
に
は
本
稿
で
取
り
上
げ
た
も
の
以
外
に
も
―
―
ラ
ン
プ
レ
ヒ
ト
論
争
で
と
り
わ
け
顕
著
と
な
っ
た
―
―
〈
個
人
主
義
的
歴
史
観
・
方
法
論
／
集
合
主
義
的
歴
史
観
・
方
法
論
〉（cf.
G
SG
2
2
:200
―
）、〈
個
人
心
理
学
的
方
法
／
社
会
心
理
学
的
方
法
〉、〈
自
由
論
／
必
然
論
〉
な
ど
が
あ
る
。
文
献
G
SG
=G
eorg
Sim
m
el
G
esam
tausgabe
（hg.
v.
O
.
R
am
m
stedt
）,1989
―,
Frankfurt
a.
M
.:Suhrkam
p.
G
1 =Problem
e
der
G
eschichtsphilosophie,
1.
A
ufl.,
in:G
SG
2
:
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297
―.G
2 =2.u.3.A
ufl.,in:G
SG
9
:227
―.
池
田
光
義２０１１
「
ジ
ン
メ
ル
認
識
論
に
お
け
る
ア
プ
リ
オ
リ
主
義
と
ラ
デ
ィ
カ
ル
相
対
主
義
（
そ
の
一
）」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
六
号
８９
―
１０４
頁
。
―
―
―
―２０１３
「
初
期
ジ
ン
メ
ル
の
社
会
的
行
為
・
事
象
の
分
析
に
お
け
る
複
雑
性
と
意
識
性
の
問
題
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
八
号
１０５
―
１２０
頁
。
―
―
―
―２０１８
「
Ｇ
・
ジ
ン
メ
ル
と
人
文
科
学
方
法
論
争
（
上
）」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
三
号
４９
―
７２
頁
。
廳
茂２００４
「
Ｇ
・
ジ
ン
メ
ル
に
お
け
る
『
理
解
』
問
題
―
―
見
取
図
の
試
案
」『
デ
ィ
ル
タ
イ
研
究
』
第
一
六
号
３０
―
７１
頁
。
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